
第5回

幼児の生活アンケート



─ 2 ─

第5回　幼児の生活アンケート　� ベネッセ教育総合研究所（2016年）

目　次

本調査の特徴........................................................ .3
調査概要................................................................ .4
分析の枠組みとサンプル構成............................. .6
基本属性...............................................................10

第1章 　幼児の生活
第1節　生活リズム（高岡 純子） ...............................  14
第2節　習い事（田村 徳子） ......................................  18
第3節　家にあるもの（高岡 純子） ...........................  23
第4節　メディアとのかかわり（高岡 純子） ............  26
第5節　幼児の遊び（高岡 純子） ...............................  29
第6節　幼児の発達状況（荒牧 美佐子） ....................  32

第2章 　母親の教育・子育てに関する意識
第1節　母親の子育て観（真田 美恵子） ....................................... 37
第2節　今、子育てで力を入れていること（真田 美恵子） ......... 41
第3節　子どもの進学に対する期待（真田 美恵子） .................... 44
第4節　教育費（田村 徳子） ......................................................... 46
第5節　母親の子育て意識（荒牧 美佐子） ................................... 51
第6節　しつけや教育の情報源（田村 徳子） ............................... 54
第7節　幼稚園・保育園への要望（真田 美恵子） ........................ 57

　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3章 　父親のかかわりと子育て支援

第1節　支援する人・機関・サービス（田村 徳子） .......................  60
第2節　夫婦の家事・子育て分担（田村 徳子） ..............................  63



本調査の特徴

　本調査は、乳幼児の生活の様子、保護者の子育てに関する意識と実態をとらえることを目的に実施している。同じ
目的で実施した過去4回の調査（1995年、2000年、2005年、2010年）と経年での比較ができるように配慮して、
今回の調査を設計した。

　本調査の特徴は以下のようにまとめられる。

1．時代による変化を把握できる
本調査は、経年変化を把握することを目的として企画されている。質問項目は、時代の変化に応じて追加・削除は
あるが、ほぼ同一のものを使用している。なお、調査回によって調査地域や調査対象を拡大して実施しているが、
経年変化をみる際は調査地域と調査対象をそろえて比較した。

2．乳幼児の年齢による違いを把握できる
今回の調査は0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者を対象としており、乳幼児の生活の様子や保護者の子
育てに関する意識と実態が、乳幼児の年齢によって、どのように違うのかをとらえることができる。

3．乳幼児の生活と保護者の子育てに関する幅広い内容を聞いている
乳幼児の基本的な生活時間、メディアとの接触、習い事、遊びなど、乳幼児の生活に関する幅広い内容を調べている。
また、乳幼児の生活にとどまらず、保護者の子育てに関する意識と実態についても広範囲で聞いている。
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調査概要

1．調査目的
　乳幼児の生活の様子、保護者の子育てに関する意識と実態の把握

2．調査方法
　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）

3．調査時期
　第1回調査　1995年2月
　第2回調査　2000年2月
　第3回調査　2005年3月
　第4回調査　2010年3月
　第5回調査　2015年2〜3月

4．調査対象
第1回（1995年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の1歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者1,692人（配布数
3,020通、回収率56.0％）

第2回（2000年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）、および地方都市（富山市、大分市）の1歳6か月〜6歳就学前の
幼児をもつ保護者3,270人（配布数5,600通、回収率58.4％）
＊地方都市の回答を分析から除外し、首都圏の1歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者1,601人を対象とする。

第3回（2005年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者2,980人（配布
数7,200通、回収率41.4％）
＊.20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者2,297人を対象とする場合がある。

第4回（2010年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者3,522人（配布
数7,801通、回収率45.1％）
＊.20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者2,918人を対象とする場合がある。

第5回（2015年調査）
首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の0歳6か月〜6歳就学前の乳幼児をもつ保護者4,034人（配布
数11,384通、回収率35.4%）
＊.20年間の経年比較を行う際など、0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児をもつ保護者の回答を分析から除外し、1
歳6か月〜6歳就学前の幼児をもつ保護者3,466人を対象とする場合がある。
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5．調査項目
子どもの基本的な生活時間／習い事／メディアとのかかわり／遊び／幼児の発達状況／母親の教育観・子育て観／
子どもの将来への期待／今、子育てで力を入れていること／母親の子育て意識／夫婦の家事・子育て分担／子育て
支援　など
＊調査項目は経年比較が可能なように配慮したが、時代の変化に合わせて、追加・削除などの変更を行っている。
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分析の枠組みとサンプル構成

● 分析の枠組み
本報告書の分析の枠組みは次のとおりである。

・経年での比較を行うために、第2回（00年調査）の地方都市の回答を分析から除外している。
・20年の経年比較を行う際など、第3回（05年調査）〜第5回（15年調査）の0歳6か月〜1歳5か月の乳幼児
をもつ保護者の回答を、分析から除外する場合がある。

経年比較

第1回
1995年調査

第2回
2000年調査

第3回
2005年調査

第4回
2010年調査

第5回
2015年調査

国内調査

首都圏

首都圏 地方都市

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

首都圏

1歳６か月～
6歳11か月

0歳６か月～
１歳５か月 

ソ
ウ
ル

東
　京

北
　京

上
　海

台
　北

ソ
ウ
ル

東
　京

北
　京

上
　海

台
　北

東アジア5都市調査

東アジア5都市調査
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● サンプル構成
本報告書のサンプル数は、以下のとおりである。

ウェイトについて
・データの精度を高め、経年での比較を可能にするため、比推定を用い、調査対象の属性別構成比を現実に合わせた。
・本報告書で使用したウェイトは、調査票1枚が代表する人数、つまり、「推計人口」／「幼児の生活アンケート回答
者数」を、以下のように母集団を複数の区分に分割して計算することにより作成されたものである。
・第3回（05年調査）〜第5回（15年調査）については、1歳6か月以上の年齢層で分析する場合と、0歳6か月
以上の年齢層で分析する場合とがある。分析対象の年齢層に合わせ、以下のような異なるウェイトを作成して使
い分けているため、ウェイトの相違により集計値は異なる。なお、年齢別の分析においても、同様である。

● 1歳6か月〜 6歳就学前の年齢層で分析する際
子どもの性別（2区分）×子どもの年齢別（6区分）
※第1回（95年調査）、第2回（00年調査）、第3回（05年調査）、第4回（10年調査）、第5回（15年調査）

● 0歳6か月〜 6歳就学前の年齢層で分析する際
子どもの性別（2区分）×子どもの年齢別（7区分）
※第3回（05年調査）、第4回（10年調査）、第5回（15年調査）

・第1回（95年調査）および第2回（00年調査）のウェイト作成にあたっては、4都県（東京都、神奈川県、千葉
県、埼玉県）の国勢調査人口を利用した。第3回（05年調査）については、2003年（神奈川県、千葉県、埼玉県）
および2004年（東京都）の人口推計を利用した。第4回（10年調査）については、2003年から2009年の人
口動態統計（厚生労働省）から、4都県の各歳の出生数と死亡数を用いて推計人口を算出して利用した。第5回（15
年調査）については、2008年から2014年の人口動態統計（厚生労働省）から、4都県の各歳の出生数と死亡数
を用いて推計人口を算出して利用した。

・1歳6か月以上の年齢層での分析を行う場合、「1歳後半児」は1歳6か月〜1歳11か月の幼児を指す。また、第
3回（05年調査）〜第5回（15年調査）において、0歳6か月以上の年齢層で分析を行う場合、「0歳児」は0歳
6か月〜0歳11か月の乳児を指している。これらの年齢層については、ウェイトの作成にあたって、「推計人口」
の性別の該当年齢人口の半数を割りあてた。

・ウェイトを作成するにあたり、子どもの年齢および子どもの性別不詳者は「幼児の生活アンケート回答者」から
除外している。結果、本報告書の分析からも除外されている。

調査回 調査年 年齢
性別

0歳児
※１

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ６歳児 サンプル数月齢不明 1歳前半※２ 1歳後半※3

第１回 95年 男子 − − − 57 226 154 182 110 90 1,692女子 − − − 71 233 152 206 108 103

第２回 00年 男子 − − − 91 246 123 128 125 130 1,601女子 − − − 84 235 128 98 105 108

第３回 05年 男子 161 12 170 152 374 164 162 152 143 2,980女子 165 11 164 151 366 176 150 174 133

第４回 10年 男子 150 − 132 143 245 271 291 243 264 3,522女子 172 − 150 127 247 276 288 265 258

第５回 15年 男子 143 − 146 172 263 290 303 334 356 4,034女子 130 − 149 147 320 336 307 337 301
※1：0歳6か月〜0歳11か月　※2：1歳0か月〜1歳5か月　※3：1歳6か月〜1歳11か月
＊95年は2歳児・4歳児、00年は2歳児、05年は0歳児・1歳児に対して、他の年齢よりも質問紙を多く配布している。

（人）
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● 本報告書を読む際の注意点
本報告書を読む際の注意点は次のとおりである。

1．比較のデータについて
・本報告書の95年、00年、05年、10年、15年の各調査の比較は、すべて「1歳6か月〜6歳11か月」の幼児を
もつ保護者のデータを分析に用いている。

・05年、10年、15年の調査のみの比較、および15年調査のみの分析は、「0歳6か月〜6歳11か月」「1歳6か
月〜6歳11か月」のどちらの範囲でも可能だが、本文や図表内にとくに記載がない場合は「1歳6か月〜6歳11
か月」の範囲で、これに対応するウェイトを用いて集計・分析している。

・すべて東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県のデータを用いている。

2．年齢区分と就園状況について
・本報告書では、本調査の実施時期（.3月）における幼児の月齢にもとづき、以下のような年齢区分を設定した。
「低年齢」….1歳6か月〜3歳11か月の幼児→幼稚園児は少ない
「高年齢」….4歳0か月〜6歳11か月の幼児→未就園児は少ない

・本報告書では、幼児の月齢と就園状況を考慮し、就園状況別の分析を行う際、「低年齢」の場合には「未就園児」
と「保育園児」の保護者の回答のみを、「高年齢」の場合には「幼稚園児」と「保育園児」の保護者の回答のみを
分析している場合がある。

3．回答、分析の対象について
以下の項目について、母親のみを回答の対象者としている（カッコ内は第5回（15年調査）調査票の質問番号）。
・子育て支援（Q17）
・子どもの父親（Q18−1）
・子育て・家事の分担の割合（Q18−2）

以下の項目について、調査票上は全員が回答の対象者であるが、父親と母親で回答傾向が異なると考えられるため、
本報告書では母親の回答のみを抽出して分析している（カッコ内は第5回（15年調査）調査票の質問番号）。

・教育費の負担感（Q.9−2）
・しつけや教育に関する情報源（Q10）
・子育てで力を入れていること（Q.11）
・子どもの将来への期待（Q12−.1）
・子どもの進学に対する期待（Q12−.2）
・園を選ぶポイント（Q15）
・幼稚園・保育園に対する要望（Q16）
・祖父母の協力（Q19）
・子育てについての意識（Q20）
・子育てに関する意見（Q21）
・子どもの存在（Q22）
・現在の生活や子育ての満足度（Q23）
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4．百分比（％）の算出方法について
百分比（％）は有効回答数のうち、その設問に該当する回答者を母数として算出し、小数第2位を四捨五入して表
示した。四捨五入の結果、各々の項目の数値の和と合計を示す数値とが一致しない場合がある。

5．百分比（％）およびサンプル数について
本報告書の百分比（％）は、すべてウェイトをつけて算出されている。また、サンプル数はすべてウェイトをつけ
る前のサンプル数を表している。

6．報告書の数値について
本報告書では、95年調査および00年調査の集計についても、05年調査の集計結果を算出する際に作成したウェ
イトを使用している。そのため、『第1回幼児の生活アンケート報告書』（1996年）、および『第2回幼児の生活ア
ンケート報告書』（2000年）とは数値が異なる。
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基本属性

ここで説明する基本属性は、1歳6か月〜6歳11か月の幼児をもつ保護者1,692人（95年）、1,601人（00年）、2,297
人（05年）、2,918人（10年）、3,466人（15年）について、ウェイトづけして算出した数値である。

A 子どもの属性

図 A −１　性別

95年

00年

05年

10年

15年

（％）
51.2 48.8

51.2 48.8

51.3 48.7

51.4 48.6

51.3 48.7

女子男子

図 A −２　年齢

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

9.3 18.0

2歳0か月～
2歳11か月

18.1

3歳0か月～
3歳11か月

18.0

4歳0か月～
4歳11か月

18.1

5歳0か月～
5歳11か月

18.5

9.0 18.3 18.3 18.0 18.2 18.1

9.0 18.2 18.3 18.1 18.2 18.1

9.3 18.4 18.2 17.6 18.2 18.3

9.0 17.9 18.0 18.4 18.3 18.4

6歳0か月～
6歳11か月

1歳6か月～
1歳11か月

図 A −３　きょうだい数

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

19.0 57.8
2人きょうだい

18.6
3人きょうだい

2.4
0.1

無答不明
2.1

4人きょうだい
5人以上きょうだい

１人っ子

25.3 55.6 15.2
0.3
1.42.1

37.0 52.3 9.4
0.10.9

0.2

0.1

32.6 51.4 13.3 2.0

34.2 51.6 12.5
1.0

0.4

0.4

0.5

図 A −４　出生順位

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

38.0 44.9
2番目

10.5 5.2
3番目

0.1

無答不明
4番目 5番目以降

1番目

52.5 36.5 8.8
0.3
0.9

70.0 24.1 5.0
0.10.4

0.1

0.11.0

1.1

1.0

60.3 30.9 6.8

59.0 32.7 7.0
0.4

0.4

1.0

0.8

図 A −５　就園状況

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

47.5 10.5
保育園

41.0

40.2 15.9 41.3

41.8 16.4 39.8

39.5 22.9 33.1 2.0 2.5

38.9 29.4 29.2 2.2

未就園その他の園・施設 無答不明幼稚園

1.0

0.7

0.0

0.3

1.6

0.9

1.3
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B 保護者の属性

表Ｂ　回答者と子どもとの関係

図Ｂ−１　父親・母親の年齢（15 年）

13
（％）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12013
（％）

0123456789101112

20歳
21歳
22歳
23歳
24歳
25歳
26歳
27歳
28歳
29歳
30歳
31歳
32歳
33歳
34歳
35歳
36歳
37歳
38歳
39歳
40歳
41歳
42歳
43歳
44歳
45歳
46歳
47歳
48歳
49歳
50歳
51歳
52歳
53歳
54歳
55歳
56歳
57歳
58歳
61歳
63歳
66歳
無答不明

父親の年齢 母親の年齢
0.0 0.1

0.0
0.1
0.1
0.2
0.6
0.9
0.9
1.4
2.3

3.8
3.7
4.3

5.9
5.7
6.0
6.5

7.5
6.6
6.8
6.6

5.0
4.2

3.5
2.4

1.7
0.8
0.5
0.2
0.1
0.1

11.4
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.1
0.1
0.3
0.3
0.6
0.9

1.7
2.3

2.9
3.7

4.2
3.8

4.9
5.5

5.9
6.2

7.0
6.6

5.5
5.8

3.9
3.3
2.9
2.1
1.6
1.2
1.2
0.9
0.5
0.3
0.2
0.2
0.1
0.1
0.2
0.1
0.0
0.0
0.0

13.0

父親の平均年齢
00年　36.4歳
05年　36.2歳
10年　36.9歳
15年　38.5歳

母親の平均年齢
00年　33.8歳
05年　33.9歳
10年　35.0歳
15年　36.5歳

注）平均年齢について、無答不明の人は、分析から除外している。

注）05年調査は、母親のみ回答。10年調査、15年調査は全員回答。

05年

10年

15年

（％）

9.1 12.6
パートタイム

4.6

フリー
（在宅ワークを含む）

68.4
1.8

2.1

2.0

14.5 3.916.3 56.5 3.6 3.8
1.4

20.1 16.9 3.9 51.1 4.7
1.2

専業主婦 無答不明

常勤
（フルタイム）

1.4 
産休、育休中や休職中

その他

図Ｂ−２　母親の就業状況

母親 父親 祖母 祖父 その他 無答不明
95年 98.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.2
00年 98.1 1.0 0.2 0.0 0.1 0.6
05年 98.1 1.2 0.2 0.0 0.1 0.3
10年 97.3 2.1 0.4 0.1 0.0 0.1
15年 94.8 4.5 0.4 0.1 0.0 0.1

（%）
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C その他

00年

05年

10年

15年

（％）

25.9 25.0
神奈川県

23.8
千葉県

25.3

25.0 25.3 24.4 25.3

25.3 25.3 24.5 24.0

24.6 25.1 24.6 24.9

埼玉県 無答不明東京都

0.9

0.9

0.0

0.0

95年

00年

05年

10年

15年

（％）

26.8
600万～800万円未満

5.5

200万～400万円未満

26.0
400万～600万円未満

15.5

800万～
1,000万円未満

7.8

1,000万～1,200万円未満
1,200万～1,500万円未満 1,500万～

2,000万円未満
2,000万円以上

3.7 2.1 10.3
無答不明

200万円未満

0.4
27.17.9 26.9 14.9 6.1 3.2 10.4

1.1 0.81.6

1.4

1.5

22.513.2 29.6 10.0 6.8 1.9 12.3
1.5 0.7

24.013.6 30.2 10.5 5.5 1.9 10.5

1.9

1.5 0.8
22.212.0 27.4 13.4 6.6 2.82.2 10.8

1.4 1.0

00年

05年

10年

15年

（％）

43.3
高等学校中学校

27.2
1.4

3.4

19.526.3 26.5 18.22.2 4.4

5.3
1.6

1.2

0.5

2.0

2.0 

1.8

23.2 19.3 24.6 22.2
1.5 0.3

0.8 0.2

5.317.1 17.2 20.8 33.7 2.8
0.2

短期大学
15.2

四年制大学
7.2
高等専門学校専門学校 無答不明

その他

1.8

大学院（六年制大学を含む）

00年

05年

10年

15年

（％）

34.1
高等学校中学校

44.7 2.6

14.3 2.2

2.8

2.4

25.1 42.6 5.7

2.9

3.2

2.8

2.0

5.3

7.5

1.8

1.1

1.2

1.3

23.5 13.8 40.8 6.9
0.6

0.6

7.417.8 14.0 44.9 9.9
0.4

四年制大学短期大学
4.96.2

高等専門学校
無答不明
その他

2.8

大学院（六年制大学を含む）
専門学校

図Ｂ−３　母親の最終学歴

図Ｂ−４　父親の最終学歴

図 C −１　回答者の居住地域

図 C −２　昨年の世帯年収

注）00年調査では、「専門学校」はたずねていない。

注）00年調査では、「専門学校」はたずねていない。
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幼児の生活

第1章

高岡 純子（1、3 ～ 5節）

田村 徳子（2節）

荒牧 美佐子（6節）



第１節　生活リズム
20年間で早寝早起き傾向がさらに強まっている。また、幼稚園児、保育園児ともに家を出る時
刻は早まる一方であり、園児が家の外で過ごす平均時間は20年間で長くなっている。
この節では睡眠や食事などの基本的な幼児の生活リズムをみていきたい。

●平日の起床時刻は早まっている

　はじめに、平日の起床時刻をみてみよう（図1−1−1）。
15年では、幼児の3割弱が7時より早い時間に起床して
いる。5年前と比べると「6時半頃」以前の時間帯が増
加した。20年間の変化をみてみると、「6時半頃」以前
に起きている比率は、95年8.9％、00年10.6％、05年
14.4％、10 年 21.3％、15 年 28.9％と増加しており、
この20年間で幼児はますます早起きになっており、と
くにこの10年間でその傾向が強まっていることがわか
る。起床時刻を低年齢（1歳6か月〜3歳11か月）・高
年齢（4歳〜6歳11か月）の年齢区分ごとに、就園状況
別でみてみよう（表1−1−1）。低年齢では幼稚園児は
ごくわずかであるため、未就園児と保育園児で比較を、
高年齢では未就園児はごくわずかであるため、幼稚園児
と保育園児で比較を行う。低年齢では「6時半頃」以前

に起床すると回答した保育園児が42.1％、未就園児が
18.6％と保育園児のほうが起床時刻が早かった。高年齢
では、保育園児が43.3％に対し、幼稚園児は26.6％と
保育園児のほうが早い傾向であった。

●20年間で早寝傾向がみられる

　次に就寝時刻をみてみよう（図1−1−2）。15年で
は「21時頃」から「21時半頃」に就寝する幼児が約半
数を占めている。21時台がピークとなる全体傾向は20
年間で変わらない。比較的遅いと考えられる「22時頃」
以降に寝る幼児の比率を合計してみると、95年32.1％、
00 年 39.0 ％、05 年 28.5 ％、10 年 23.8 ％、15 年
24.0％と20年前からは8.1ポイント、10年前からは4.5
ポイント減少しており、この20年間で幼児の早寝が増
えてきたことがわかる。年齢区分ごとに、就園状況別で

図１−１−１　平日の起床時刻（経年比較）

0

5

10

15

20

25

30

35

10

5

15

20

25

30

35

0

95年 00年 05年 10年 15年（％）

５時半以前 ６時頃 ６時半頃 ７時頃 ７時半頃 ８時頃 ９時以降８時半頃 無答不明

0.1
0.0
0.2
0.30.5

1.4
2.63.0

5.4

8.2 7.4
8.0 
11.2 

15.6

20.2

24.1

26.7
29.0

34.4 34.3

29.0
30.4
28.5

24.3

19.7

23.6

17.9
16.5

12.5
11.2

7.9 8.67.2

3.83.6
5.15.74.2

2.8
1.8 1.30.2

0.21.00.5

（％）

低年齢 高年齢
未就園児
（948）

保育園児
（482）

幼稚園児
（1,317）

保育園児
（533）

18.6 42.1 26.6 43.3 
注1）（　　）内はサンプル数。
注2）「5時半以前＋6時頃＋6時半頃」の％
注3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。
　　  保育園児（低年齢）：1歳6か月～ 3歳11か月の保育園に通っている幼児。
　　  幼稚園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の保育園に通っている幼児。
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表１−１−１　平日、「６時半頃」以前に起床する割合（年齢区分別・就園状況別　15年）



みてみると（表1−1−2）、低年齢では22時頃以降に
就寝すると回答した保育園児が36.2％、未就園児が
25.1％と保育園児のほうが就寝時刻が遅く、高年齢では、
保育園児が40.5％に対し、幼稚園児は11.1％と保育園
児のほうが遅い傾向であった。保育園児は、未就園児・
幼稚園児に比べて起床時刻は早く、就寝時刻は遅い傾向

がみられた。

●食事をする時刻の傾向

　朝食の時刻を20年間で比べたものが図1−1−3で
ある。起床時間と同様に年々早くなっており、特にここ

図１−１−２　平日の就寝時刻（経年比較）

図１−１−３　平日の朝食時刻（経年比較）

0

5

10

15

20

25

30

10

5

15

20

25

30

0

95年 00年 05年 10年 15年（％）

19時以前 19時半頃 20時頃 20時半頃 21時頃 21時半頃 22時頃 22時半頃 23時頃 23時半以降 無答不明

0.0
0.4
0.4
0.7
0.7 0.8

1.0

2.7
2.4

4.4
4.4

6.0
6.46.9

11.2
11.5
11.9
13.6
13.7 

28.6

24.2

29.129.728.5

21.5
19.4
21.5

22.0
23.0

16.2

18.8
15.9
14.6
15.2 

8.89.5

6.4
4.7
5.7

4.9

7.1

4.3
3.3
2.2 2.2

3.6
1.9
1.20.9 1.40.1

0.81.1
0.9 1.8

0

5

10

15

20

25

30

35

10

5

15

20

25

30

35

0

95年 00年 05年 10年 15年（％）

６時以前 ６時半頃 ７時頃 ７時半頃 ８時頃 ８時半頃 ９時頃 ９時半頃 食べない10時以降 無答不明
0.0 0.0

0.1
0.2 1.2 1.9

5.4
7.8 7.2

9.4

13.2

17.5

23.423.9
25.9

28.4

31.8
30.5
29.6
29.7

26.7

24.1

20.6 21.0

16.9
15.3

11.6
10.4

7.8
8.0
7.2

4.5
3.7

4.84.13.9
2.2
1.2 2.1

2.9
2.0
1.0
0.9

1.0
1.2
0.4 0.4
0.3 1.3

0.3

0.8
1.41.00.3

1.7

（％）

低年齢 高年齢
未就園児
（948）

保育園児
（482）

幼稚園児
（1,317）

保育園児
（533）

25.1 36.2 11.1 40.5 
注1）（　　）内はサンプル数。
注2）「22時頃＋22時半頃＋23時頃＋23時半以降」の％。
注3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。
　　  保育園児（低年齢）：1歳6か月～ 3歳11か月の保育園に通っている幼児。
　　  幼稚園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の保育園に通っている幼児。

（％）

低年齢 高年齢
未就園児
（948）

保育園児
（482）

幼稚園児
（1,317）

保育園児
（533）

36.1 82.6 67.8 80.1 
注1）（　　）内はサンプル数。
注2）「6時以前＋6時半頃＋7時頃＋7時半頃」の％。
注3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。
　　  保育園児（低年齢）：1歳6か月～ 3歳11か月の保育園に通っている幼児。
　　  幼稚園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の保育園に通っている幼児。
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表１−１−２　平日、「22時頃」以降に就寝する割合（年齢区分別・就園状況別　15年）

表１−１−３　平日、「7時半頃」以前に朝食をとる割合（年齢区分別・就園状況別　15年）



5年間で比べると「7時頃」で5.9ポイント増加した。「7
時半頃」以前に朝食をとる比率を年齢区分別・就園状況
別でみると（表1−1−3）、低年齢では保育園児が
82.6％、未就園児36.1％、高年齢でも保育園児80.1％、
幼稚園児67.8％が「7時半頃」以前に朝食をとることが
わかった。起床時刻と同様に多くの保育園児が早い時刻
に朝食をとっていることがわかる。
　次に、夕食の時刻を20年間で比べたのが図1−1−4
である。夕食の時刻は20年間変わらず「18時頃」から「19

時頃」に集中している。15年の調査において「19時半頃」
以降に夕食をとる比率を子どもの年齢区分・就園状況別
にみてみよう（表1−1−4）。低年齢では保育園児が
23.6％、未就園児11.9％、高年齢では保育園児30.5％、
幼稚園児9.8％が「19時半頃」以降に夕食をとると回答
していた。保育園児のほうが未就園児や幼稚園児にくら
べて、朝食が早く、夕食は遅い傾向にあるといえるだろ
う。

図１−１−４　平日の夕食時刻（経年比較）

0

5
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25

30

35

10

5

15
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25

30

35

0

95年 00年 05年 10年 15年（％）

17 時半以前 18時頃 18時半頃 19時頃 19時半頃 20時頃 20時半頃 21時以降 無答不明

6.1
5.0

3.3
1.82.2

25.4
24.8

20.9
19.4

21.2

25.8
25.9

28.2
26.6

30.8

26.4
28.0

28.7

32.1
31.0

10.5

11.0 
12.512.6

10.5

4.0
3.3

4.1
5.7

2.5
0.80.8

1.1
1.20.8 0.2

0.3
0.5

0.3
0.3 0.8

1.0
0.7

0.3
0.7

（％）

低年齢 高年齢
未就園児
（948）

保育園児
（482）

幼稚園児
（1,317）

保育園児
（533）

11.9 23.6 9.8 30.5
注1）（　　）内はサンプル数。
注2）「19時半頃＋20時頃＋20時半頃＋21時以降」の％。
注3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。
　　  保育園児（低年齢）：1歳6か月～ 3歳11か月の保育園に通っている幼児。
　　  幼稚園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の保育園に通っている幼児。

表１−１−４　平日、「19時半頃」以降に夕食をとる割合（年齢区分別・就園状況別　15年）
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●幼稚園児も保育園児も家を出る時刻が早くなって
いる。

　家を出る平均時刻・家に帰る平均時刻と家の外にいる
平均時間を就園状況別にまとめたものが図1−1−5で
ある。20年間で、園に向けて家を出る平均時刻は、幼
稚園児では10分早くなり、保育園児では26分早くなっ
た。また、家に帰る平均時刻は、幼稚園児では22分、
保育園児では32分遅くなった。その結果、家の外にい
る平均時間は、幼稚園児は32分長くなり6時間11分に、
保育園児は58分長くなり、9時間34分になった。ただし、

10年から15年にかけては、幼稚園児は若干短くなって
いる（幼稚園児7分）。20年間で家に帰る時刻が遅くなっ
ている傾向は、就労する母親の増加を背景に、預かり保
育や延長保育を実施する園が増加していることも一因だ
ろう。また、園で過ごす平均時間を見てみると（図1−
1−6）、保育園児では「8時間くらい」から「10時間く
らい」が約7割を占め、幼稚園児では「5時間くらい」

（50.2％）と「6時間くらい」（33.2％）で約8割を占め
ている。また保育園児の14〜15％は11時間以上、園
で過ごしているようである。

図１−１−５　家を出る・家に帰る平均時刻と家の外にいる平均時間（就園状況別　経年比較）

図１−１−６　園で過ごす平均時間（年齢区分別・就園状況別　15年）
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保育園児 （533）

幼稚園児 （1,317）

高年齢

7時間くらい未満 2.4
8時間くらい 9時間くらい 10時間くらい

12時間以上 1.6
無答不明

7時間くらい

5時間くらい 6時間くらい 7時間くらい

11時間くらい

8時間くらい以上 

4時間くらい

11.7

6.7 50.2 33.2 3.7 2.1

11.0 22.5 24.1 21.3 12.7

1.5

3.7

4時間くらい未満 0.4

3.3

21.8 21.9 24.5 2.6

（％）

13.6

3.7

注1）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注2）家を出る時刻、家に帰る時刻のいずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から除外している。
注3） 95年調査は、「18時以降」を18時30分、00年調査以降は、「18時頃」を18時、「18時半頃」を18時30分、「19時以降」を19時と置き換えて算出した。
注4）家の外にいる平均時間は、家を出る平均時刻と家に帰る平均時刻から算出した。 
注5）（　　）内はサンプル数。

注1）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注2）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。 

保育園児（低年齢）：1歳6か月～ 3歳11か月の保育園に通っている幼児。 
幼稚園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4歳～ 6歳11か月の保育園に通っている幼児。

注3）保育園児について「4時間未満」から「6時間くらい」を「７時間くらい未満」に、幼稚園児について「8時間くらい」から「12時間以上」を「8時間くらい以上」
としている。

注4）（　　）内はサンプル数
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第２節　習い事
習い事をしている比率は5年前と変わらないが、高年齢の保育園児で増加傾向だった。低年齢の
未就園児では体を動かすもの、保育園児では通信教育と英会話が多い。一方、高年齢の幼稚園児
でサッカーと体操の習い事が多かった。

●習い事をしている比率は 5年前と変わらない

　1歳6か月〜6歳11か月の幼児が習い事をしている比
率は、00年が49.4％、05年が57.5％、10年が47.4％、
15年が48.6％だった。05年から10年にかけて10.1ポ
イント減少し、15年はそこからほぼ横ばいだった（表1
−2−1）。
　次に、子どもの年齢別にみると、年齢が上がるにつれ
て習い事をしている比率が増加する傾向は、この20年
間で変わらなかった。15年に注目すると、習い事をし
ている比率は3歳児で29.8％、4歳児で47.9％と18.1
ポイント上昇していた。経年で比較しても、4歳児以上
では05年に次ぐ高い比率で習い事をしていた。05年は
習い事を始める時期の低年齢化が指摘され、10年は全
体的に習い事の減少傾向が指摘された。15年の特徴と
して、3歳児までの低年齢で習い事をする比率が低く、
4歳児以降の高年齢で習い事をしている比率が急激に高

まる傾向がみられた。

●習い事をしている比率は幼稚園児で高い。高年齢
の保育園児で増加傾向

　子どもの就園状況で習い事をしている比率に差はある
だろうか。表1−2−2で低年齢（1歳6か月〜3歳11
か月）をみてみよう。15年で未就園児が習い事をして
いる比率は28.0％、保育園児は18.9％と9.1ポイント
の差があり、未就園児の比率がやや高かった。高年齢（4
歳0か月〜6歳11か月）になると、15年で幼稚園児が
習い事をしている比率は73.0％、保育園児は56.7％と
16.3ポイントの差がみられ、幼稚園児のほうが習い事
をしている比率が高かった。
　10年と15年で変化はあっただろうか。低年齢の未就
園児と保育園児、高年齢での幼稚園児において比率に差
はみられなかった。一方、高年齢の保育園児では10年

00年 05年 10年 15年
全体 49.4 57.5 47.4 48.6 
１歳後半児 23.3 25.1 17.1 17.0 
２歳児 26.8 37.3 24.6 25.7 
３歳児 42.0 50.9 37.7 29.8 
４歳児 47.2 54.9 45.8 47.9 
５歳児 68.6 75.1 67.6 71.4 
６歳児 75.7 85.5 76.7 82.7 

（%）

10年 15年

低年齢
未就園児 29.7 28.0 
保育園児 19.7 18.9 

高年齢
幼稚園児 71.3 73.0 
保育園児 46.9 56.7 

（%）
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表１−２−１　習い事をしているか（子どもの年齢別　経年比較）

表１−２−２　習い事をしているか（子どもの年齢区分別・就園状況別　経年比較）

注１）習い事を「している」の％。　注２）１歳後半児は、１歳６か月～１歳11か月の幼児。

注１）習い事を「している」の％。　注２）網掛けは、10年と15年を比べて、5ポイント以上差があるもの。
注３）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　低年齢：１歳６か月～３歳11か月の幼児。高年齢：４歳０か月～６歳11か月の幼児。
注４）サンプル数は以下のとおり。
　　　�低年齢：未就園児10年869人、15年948人。保育園児10年297人、15年482人。高年齢：幼稚園児10年1,121人、15年1,317人。保育園児10年376人、

15年533人。



が46.9％、15年が56.7％と半数を超え、9.8ポイント
増加した。就園状況別の特徴として、幼稚園児のほうが
保育園児より習い事をする比率が高いが、この5年で高
年齢での保育園児に増加傾向があるといえよう。

●習い事は、スイミング、通信教育、体操、英会話
などの語学の教室が多い

　幼児の習い事の種類には、どのような傾向があるか。

10年と15年では、幼稚園・保育園で有料で習っている
ものと幼稚園・保育園以外で有料で習っているものとに
分けてたずねたため、少なくともどちらかで習っている
と答えた比率を算出し、20年間の結果をみていきたい。
　図1−2−1で15年をみると、多い順に「スイミング」
17.2％、「月1回程度、定期的に教材が送られてくる通
信教育」12.1％、「体操（体操教室）」11.8％、「英会話な
どの語学の教室」11.2％だった。05年と10年も順位の
入れ替わりはあるが、この4項目の比率が高かった。

25（％）15 201050

スイミング

月1回程度、定期的に教材が送られてくる通信教育

体操（体操教室）

英会話などの語学の教室

楽器（ピアノやバイオリンなどの個人レッスン）

バレエ・リトミック

受験目的ではない学習塾や計算・かきとりの塾

サッカー

教材を一括して購入する教材

音遊び・リズム遊び（音楽教室）

ダンス

絵画・造形

武道・武術（空手・剣道・柔道など）

幼稚園や小学校受験のための塾

その他

16.0
17.5

17.2 

21.9
18.8

16.1
12.1

9.6
11.6

5.0

6.5 
6.1
6.4
7.3

3.9
6.0
5.5
5.8

4.0
5.5
5.2
5.1

4.2
5.0 

2.1
6.4

1.9
3.3

4.9
5.5

3.4 
2.5

1.8
2.2 

1.8 
1.8
1.6
1.4

1.6
1.5 

0.9
0.8
0.5
0.5 

3.9
6.2

4.0
5.0

14.2
9.1

11.2

11.8
10.5

15.4

00年(1,601)
05年(2,297)
10年(2,918)
15年(3,466)
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図１−２−１　習い事の種類（経年比較）

注１）� 複数回答。
注２）� 現在、習い事をしていないと回答した人を含めた全員の回答を母数としている。
注 3）��10 年調査以降は、「幼稚園・保育園で有料で習っているもの（保育時間中に習っているものは除く）」と「幼稚園・保育園以外で習っているもの」に分けて、習

い事の種類をたずねた。そのため、ここでは少なくともどちらか一方で、習っていると回答した比率を示した。なお、00年調査、05年調査は、どこで習ってい
るかを分けてたずねていない。

注 4）��10 年調査で名称を変更した項目、および 10年調査以降の項目。05年調査までは「スイミングスクール」→�10 年調査以降は「スイミング」に変更、同様に「ス
ポーツクラブ・体操教室」→「体操（体操教室）」、「絵画の教室」→「絵画・造形」、「幼児向けの音楽教室」→「音遊び・リズム遊び（音楽教室）」、「バレエ・リ
トミック」→「バレエ」「リトミック」（集計は経年比較するために合算）。「サッカー」「ダンス」「武道・武術（空手・剣道・柔道など）」は 10年調査以降の項目。

注５）�（　）内はサンプル数。



●低年齢の未就園児では体を動かすもの、
　保育園児では通信教育と英会話が多い

　15年を子どもの就園状況別にみた。表1−2−3をみ
ると、低年齢（1歳6か月〜3歳11か月）の場合、未就
園児では体を動かすもの（「バレエ・リトミック」、「ス
イミング」、「体操」）と「月1回程度、定期的に教材が
送られてくる通信教育」、「英会話などの語学の教室」の
比率が高かった。保育園児では「月1回程度、定期的に
教材が送られてくる通信教育」、「英会話などの語学の教
室」の比率が高く、次いでスポーツ系の習い事をしてい
た。高年齢（4歳0か月〜6歳11か月）の場合、幼稚園児、
保育園児ともに「スイミング」の比率がもっとも高かっ
た。次いで、幼稚園児では「体操」、「英会話などの語学

の教室」、「月1回程度、定期的に教材が送られてくる通
信教育」、「楽器」の順に並んだ。一方、保育園児では低
年齢の場合と同様に「月1回程度、定期的に教材が送ら
れてくる通信教育」、「英会話などの語学教室」が高い比
率で続き、「楽器」、「体操」の順に並んだ。
　低年齢について、未就園児では体を動かすもの、保育
園児では通信教育や英会話教室を習い事に選ぶ傾向があ
るようだ。高年齢になると幼稚園児で習い事をする比率
が増加し、スイミングや体操といった体を動かすものに
加えて、英会話や通信教育、楽器も習っていた。保育園
児でも幼稚園児ほどではないが習い事をする比率が増
え、低年齢で選ばれていた通信教育や英会話教室に加え
て、スイミングや楽器も習っていた。
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表１−２−３　習い事をしているか（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

注１）複数回答。　
注２）「その他」を含む16項目の中から上位５項目を掲載。
注３）現在、習い事をしていないと回答した人を含めた全員の回答を母数としている。
注４）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　低年齢：１歳６か月～３歳11か月の幼児。高年齢：４歳０か月～６歳11か月の幼児。
注５）（　）内はサンプル数。

未就園児（948） 保育園児（482）

低年齢

１．バレエ・リトミック　 8.6

低年齢

１．通信教育　 6.7
２．通信教育　 7.5 ２．英会話　 4.5
３．スイミング　 6.3 ３．スイミング　 4.0
４．体操　 5.0 ４．バレエ・リトミック　 2.5
５．英会話　 4.2 ４．一括購入する教材　 2.5
習い事をしていない 70.1 習い事をしていない 79.4
幼稚園児（1,317） 保育園児（533）

高年齢

１．スイミング 29.3

高年齢

１．スイミング 22.2
２．体操 23.2 ２．通信教育 14.1
３．英会話 18.7 ３．英会話 12.5
４．通信教育 16.6 ４．楽器 10.8
５．楽器 13.8 ５．体操 8.1
習い事をしていない 26.6 習い事をしていない 43.1

（%）



●幼稚園児で、園内の習い事として体操とサッカーが
多い。園外では、スイミング、通信教材、英会話な
どの語学の習い事、楽器が多い。

　高年齢の幼稚園児と保育園児の習い事について分析し
た。図１−２−２は、幼稚園児の園内と園外の有料の習
い事についての結果である。
　園内で習っている比率が高かったのは、「体操」

14.7％、「サッカー」6.9％だった。これは園外で習うよ
りも高い比率であり、保育園児と比べても高い比率だっ
た。幼稚園内で体操とサッカーの習い事が多い様子がう
かがえる。園外で習っている比率が高かったのは、「ス
イミング」25.4％、「月１回程度、定期的に教材が送られ
てくる通信教育」16.1％、「英会話などの語学の教室」
13.9％、「楽器」12.1％だった。

30（％）15 20 251050

スイミング

サッカー

体操（体操教室）

バレエ

リトミック

ダンス

武道・武術

楽器

音遊び・リズム遊び（音楽教室）

絵画・造形

英会話などの語学の教室

幼稚園や小学校受験のための塾

受験目的ではない学習塾や計算・書き取りの塾

月１回程度、定期的に教材が送られてくる通信教育

一括して購入する教材

その他

4.4
25.4

6.9
4.5 

14.7
8.7 

1.0 
2.6 

0.7
1.6

0.8
3.0

1.1
2.0 

1.9 
12.1

0.5
3.0

1.9 
1.1 

4.9
13.9 

0.1
0.5 

2.5
6.1 

0.7 
16.1 

0.2
3.1

2.3
6.5

園内
園外

図１−２−２　習い事の種類（幼稚園児・園内外別　高年齢　15年）

注１）複数回答。
注２）現在、習い事をしていないと回答した人を含めた幼稚園に通う人全員の回答を母数としている。
注３）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　高年齢：4歳 0か月～�6 歳 11か月の幼児。
注４）サンプル数は、1,317 人。

─ 21 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第1章　幼児の生活� ベネッセ教育総合研究所（2016年）



●保育園児で、園内の習い事はいずれも 5％以下と少
ない。園外では、スイミング、通信教材、英会話な
どの語学の習い事、楽器が多い。

　図１−２−３は、保育園児（高学年）の園内と園外の
有料の習い事についての結果である。
　園内で習っている比率は、いずれの項目も5％以下で
あり、保育園児の場合、園内で有料の習い事をあまりし
ていない様子がわかる。一方、園外で習っている比率が

高かったのは、「スイミング」20.4％、「月１回程度、定
期的に教材が送られてくる通信教育」13.6％、「英会話な
どの語学の教室」9.8％、「楽器」10.2％だった。幼稚園児
と保育園児で習う比率の差が5ポイント以上だったのは

「スイミング」（幼稚園児25.4％、保育園児20.4％）の
みであり、それ以外の項目で差はみられなかった。保育
園児の場合、在園時間が長い傾向であることから、園外
の習い事をしている比率が低いと思われたが、幼稚園児
とあまり差がみられなかった。

30（％）15 20 251050

スイミング

サッカー

体操（体操教室）

バレエ

リトミック

ダンス

武道・武術

楽器

音遊び・リズム遊び（音楽教室）

絵画・造形

英会話などの語学の教室

幼稚園や小学校受験のための塾

受験目的ではない学習塾や計算・書き取りの塾

月１回程度、定期的に教材が送られてくる通信教育

一括して購入する教材

その他

2.1
20.4

1.1
2.5

4.2 
3.9

0.2
2.9 

1.2 
0.6 

0.4
3.1

0.2
2.0 

0.8
10.2

0.4
2.0

0.6
0.6 

2.9
9.8

0.8 

0.4
6.2 

0.5
13.6 

2.8

0.8 
4.4 

園内
園外

図１−２−３　習い事の種類（保育園児・園内外別　高年齢　15年）

注１）複数回答。
注２）現在、習い事をしていないと回答した人を含めた保育園に通う人全員の回答を母数としている。
注３）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　高年齢：4歳 0か月～�6 歳 11か月の幼児。
注４）サンプル数は、533人。
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第３節　家にあるもの
家にあるものをみると、「絵本」「テレビ」などの古くからあるものがよく使われ続けている。「ワー
ク」を使う頻度が15年間でやや増えた一方で、「テレビゲーム」は20年間で減少している。母
親と使う頻度では「ワーク」「図鑑」が増加している。新しいメディアである「スマートフォン」
は15年調査において母親と一緒に使う比率が約3割に達していた。

●家にあるものを使う頻度

　この節では、幼児の家にあるものと、それを使う頻度、
一緒に使う人についての変化をみてみたい。経年での使
用頻度の変化を見ると（図1−3−1）、もっとも頻度が
高いものはテレビ、次いで絵本であるが、どちらも過去
と比較して使用頻度に大きな変化はみられない。一方、

使用頻度が減少しているのはテレビゲームである。95
年に19.4％であったが15年に5.0％となり20年間で
14.4ポイント減少した。微増したのはワークである。
95年から00年にかけては低下したが、それ以降増加傾
向となり、00年9.6％、15年17.0％で7.4ポイント増
加した。スマートフォンは15年のみの数値であるが
19.9％であった。

図１−３−１　家にあるものを使う頻度（経年比較）

0

20

40

60

80

100

40

20

60

80

100

0

95年 00年 05年 10年 15年（％）

知
育
玩
具
＊
＊

学
習
用
電
子
機
器
＊
＊

パ
ソ
コ
ン

携
帯
ゲ
ー
ム
＊
＊

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
＊
＊
＊

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＊
＊
＊

図
鑑

ワ
ー
ク

絵
本

テ
レ
ビ
＊

ビ
デ
オ
・
D
V
D
・

H
D
R
＊
＊

95.4
95.8 93.5

56.7

65.2

73.5 74.7
71.4

19.6
17.0

8.1
11.0 

19.9

10.8

19.418.0

8.4
10.6
5.0

12.211.7 

1.3 3.9 4.66.5
4.14.1

3.7
10.6

17.2

9.6
12.8

73.3 72.1

9.2 10.8

52.7 51.6

注1）「ほとんど毎日＋週に３～４日」の％。
注2）「＊」は05年、10年、15年のみの項目、「＊＊」は10年、15年のみの項目、「＊＊＊」は15年のみの項目。
注3）  HDR：ハードディスクレコーダーの略。
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　15年のみの使用頻度をみたものが図1−3−2である。
頻度の高い順に、テレビ93.5％、絵本71.4％、ビデオ・
DVD・HDR65.2％、知育玩具52.7％である。その他
のものはいずれも高頻度で使用する家庭が2割以下であ
るが、スマートフォンが19.9％と携帯ゲーム11.7％よ
りも高くなっている。

　この20年間で変化があった「ワーク」「テレビゲーム」
の使用頻度をみたものが図1−3−3、4である。「ワーク」
の使用頻度は、00年調査から徐々に増加している。「家
にない」比率が00年から15年にかけて14.8ポイント
減少した。また「テレビゲーム」は、「使わない、使わ
せない」「家にない」比率が増加し15年調査では合わせ

図１−３−３　ワークを使う頻度（経年比較）

図１−３−４　テレビゲームを使う頻度（経年比較）

注 1）「使わない・使わせない」は、95 年、00 年調査では「ぜんぜんさわらない・使わない」「使わせない」を、05 年調査では「ぜんぜんさわらない・使わない」「使
わせない・見せない」を合計した数値となっている。

注 2）10 年調査では「ぜんぜん使わない・使わせない」になっている。
注 3）（　　）内はサンプル数。

注 1）「使わない・使わせない」は、95 年、00 年調査では「ぜんぜんさわらない・使わない」「使わせない」を、05 年調査では「ぜんぜんさわらない・使わない」「使
わせない・見せない」を合計した数値となっている。

注 2）10 年調査では「ぜんぜん使わない・使わせない」になっている。
注 3）（　　）内はサンプル数。
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図１−３−２　家にあるものを使う頻度（15年）

─ 24 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第1章　幼児の生活 ベネッセ教育総合研究所（2016年）



て77.1％となっている。「ほとんど毎日」「週に3〜4日」
「週に1〜2日」を合わせると、95年は27.9％、15年は
9.0％と18.9ポイント減少している。
　図1−3−5は、15年の調査で子どもの年齢区分別・
就園状況別にスマートフォンと携帯ゲームの使用頻度を
みたものである。スマートフォンの使用頻度は低年齢児
が高く、携帯ゲームは逆に高年齢児が高くなっている。
とくに低年齢の未就園児では、約4人に1人が週に3〜
4日以上の頻度でスマートフォンを使っている。

●母親と一緒に使う頻度が高いのは「絵本」

　一緒に使う人でもっとも多い母親の比率をみたものが
図1−3−6である。「絵本」は20年間で一貫してもっ
とも高く、7割程度である。母親と一緒に使う比率が20
年間で増加したものが「ワーク」と「図鑑」である。「ワー
ク」は、95年34.6％、00年36.6％、05年43.3％、10
年45.9％、15年49.7％で、20年間で15.1ポイント増
加した。「図鑑」も同様に増加の傾向で、20年間で17.8
ポイント増加している。テレビやビデオ・DVD・HDR
は4割〜5割程度、スマートフォンは28.1％であった。

図１−３−５　スマートフォンと携帯ゲームの使用頻度（年齢区分別・就園状況別　15年）
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注 2）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。 

保育園児（低年齢）：1 歳 6 か月～ 3 歳 11 か月の保育園に通っている幼児。幼稚園児（高年齢）：4 歳～ 6 歳 11 か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高
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注 3）（　　）内はサンプル数。

注1）「ほとんど毎日＋週に３～４日」の％。
注2）「＊」は05年、10年、15年のみの項目、「＊＊」は10年、15年のみの項目、「＊＊＊」は15年のみの項目。
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図１−３−６　母親と一緒に使う頻度（経年比較）
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第４節　メディアとのかかわり
テレビを1日2時間以上みている乳幼児は約5割、ビデオ・DVD・ハードディスクレコーダーは
約2割である。メディアを一人で操作できる比率では、3歳児ではスマートフォンが約4割、ビ
デオ・DVD・HDRが約3割であり、6歳児ではスマートフォンが約5割、ビデオ・DVD・HDR
が約7割である。

●家にあるものを使う頻度

　この節では、テレビ、ビデオ・DVD・ハードディス
クレコーダー（以下、ビデオ・DVD・HDRと表示）な
どの電子メディアの使用についてみてみたい。メディア
の1日あたりの視聴時間についてみたものが図1−4−
1である。テレビの1日の視聴時間は、「1時間」がもっ
とも多く約3割である。ビデオ・DVD・HDRでは、「1
時間」がもっとも多く、35.5％である。スマートフォン、
タブレット端末、テレビゲーム、携帯ゲーム、パソコン
では「0分（家にないを含む）」がもっとも多く、スマー

トフォンでは約5割、他では7〜8割を占めている。1
日あたりの15年の平均時間をみると、テレビが106.6分、
ビデオ・DVD・HDRが64.4分となっている。10年の
視 聴 平 均 時 間（ テ レ ビ 127.0 分、 ビ デ オ・DVD・
HDR65.9分）よりもやや減少傾向にあった。
　視聴時間は、幼児の年齢や生活スタイルに大きな影響
を受けると考えられるため、子どもの年齢区分別・就園
状況別にみてみよう。ビデオ・DVD・HDRでは（図1
−4−2）、1日3時間以上の視聴はどのグループでも1
割以下であるが、2時間以上の視聴では、低年齢未就園
児31.7％、低年齢保育園児16.4％、高年齢幼稚園児

図１−４− 1　1日にどのくらい使っているか（15年）

注 1）「5 時間以上」は「5 時間＋ 5 時間より多い」の％。
注 2） 平均利用時間は「０分（家にないを含む）」を 0 分、「5 時間」を 300 分、「5 時間より多い」を 360 分のように置き換えて算出した。
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20.1％、高年齢保育園児20.2％であり、低年齢未就園
児がもっとも長い。保育園児や幼稚園児は、園にいる時
間帯以外の朝と降園後に視聴が限られるが、未就園児に
はそのような制約がなく視聴時間帯が自由なため長く
なっていると考えられる。図1−4−3は、スマートフォ

ンを年齢区分別・就園状況別にみたものである。いずれ
も0分が約半数を占めている。年齢や就園状況にかかわ
らず、1日15分の使用が約3割、30分の使用が約1割
である。1日1時間の使用も5％弱となっている。

図１−４−２　ビデオ・ＤＶＤ・ＨＤＲを 1日どのくらい使っているか（年齢区分別・就園状況別　15年）

図１−４−３　スマートフォンを１日どのくらい使っているか（年齢区分別・就園状況別　15年）

注 1）「4 時間以上」は「4 時間＋ 5 時間＋ 5 時間より多い」の％。
注 2）（　　）内はサンプル数。
注 3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。 

保育園児（低年齢）：1 歳 6 か月～ 3 歳 11 か月の保育園に通っている幼児。 
幼稚園児（高年齢）：4 歳～ 6 歳 11 か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4 歳～ 6 歳 11 か月の保育園に通っている幼児。

注 1）「4 時間以上」は「4 時間＋ 5 時間＋ 5 時間より多い」の％。
注 2）（　　）内はサンプル数。
注 3）調査時点における子どもの就園状況は以下のとおりである。 

保育園児（低年齢）：1 歳 6 か月～ 3 歳 11 か月の保育園に通っている幼児。 
幼稚園児（高年齢）：4 歳～ 6 歳 11 か月の幼稚園に通っている幼児。保育園児（高年齢）：4 歳～ 6 歳 11 か月の保育園に通っている幼児。
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●メディアを一人で操作できる比率

　次に、メディアを一人で操作できる比率について10
年と15年の比較をみてみよう（図1−4−4）。子ども
が一人で操作できる比率は、テレビ約7割、ビデオ・
DVD・HDR約4割、携帯ゲーム約2.5割で、5年間の
変化はほとんどみられない。テレビゲームは減少傾向で
10年18.8％、15年11.0％と7.8ポイント減少している。
スマートフォンは、41.1％（15 年のみ）でビデオ・
DVD・HDRとほぼ同率である。タブレット端末は約2
割となっている。
　メディアを一人で操作できる比率を年齢別にみたもの

が図1−4−5である。すべての年齢で比率が高いのは
テレビであり、1歳後半児で24.2％が一人で操作ができ
る。6歳児では95.5％となる。スマートフォンは、低年
齢ではテレビに次いで一人で操作ができる比率が高い。
1歳後半児で23.2％、2歳児34.9％、3歳児で40.9％と
増 加 し、4 歳 児 以 降 は 4 割 台 に と ど ま る。 ビ デ オ・
DVD・HDRは、1歳後半児は9.7％であるが年齢とと
もに増加し、3歳児で33.1％、6歳児では73.6％になる。
携帯ゲームは4歳児以降で比率が高くなり、6歳児で半
数 を 超 え る（4 歳 児 24.9 ％、5 歳 児 31.5 ％、6 歳 児
50.7％）。

図１−４−４　メディアを自分一人で操作できる比率（10年、15年比較）

0

10
20

30

40

50

60

70

80

40

20

60

80

100

0

10年 15年（％）

携
帯
ゲ
ー
ム

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
＊

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＊

ビ
デ
オ
・
D
V
D
・
H
D
R

テ
レ
ビ

71.9 69.2 

41.8 44.3
41.1

19.5 18.8
11.0

25.4 23.4

注 1）複数回答。
注 2）「＊」は 15 年調査のみの項目。

0

20

40

60

80

100

（％）

1歳後半児
（319）

2歳児
（583）

3歳児
（626）

4歳児
（610）

5歳児
（671）

6歳児
（657）

全体（％）

0

20

40

60

80

100

23.2

0.3
1.2

3.2
9.0

18.0

28.534.9

40.9

44.1

46.1

47.8 

 9.7
5.9
3.1

6.9 12.6

24.9
31.5

50.7

12.9
17.8 24.2

22.5
26.322.8

33.1

46.5

61.7

73.6

24.2

42.5

58.2

80.3

90.5
95.5

69.2

44.3

23.4
41.1

11.0
19.5

テレビビデオ・
DVD・
HDR

スマートフォン

タブレット端末携帯ゲーム

テレビゲーム
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注 2）1 歳後半児は１歳 6 か月～１歳 11 か月の幼児。
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第５節　幼児の遊び
20年間を通して平日、幼稚園・保育園以外で「母親」と一緒に遊ぶ比率が増え、友だち、きょ
うだいと一緒に遊ぶ比率が減少している。また、幼児のよくする遊びでは、「公園の遊具（すべ
りだい、ブランコなど）を使った遊び」、「つみ木、ブロック」「人形遊び、ままごとなどのごっ
こ遊び」であり、20年間で大きな変化はみられない。

●平日「母親」と一緒に遊ぶ比率が増加

　平日、幼稚園・保育園以外で遊ぶときにだれと一緒の
場合が多いかたずねたところ15年でもっとも比率が高
いのは「母親」86.0％であり、次いで「きょうだい」
49.3％、「友だち」27.3％であった（図1−5−1）。20
年間の変化をみると、「母親」が増加しており、95年
55.1％、00年68.6％、05年80.9％、10年83.1％、15
年86.0％と20年間で30.9ポイント増加している。一方、

「友だち」と回答した比率は減少し続けており（95年

56.1％、00年51.9％、05年47.0％、10年39.5％、15
年27.3％）、20年間で28.8ポイント減少した。この背
景として、共働きの増加により保育園児が増えているこ
とや幼稚園児、保育園児ともに登園のために家の外にい
る時間が年々長くなっており、園以外の場所で友だちと
遊ぶ時間が減っていることが考えられる。また「きょう
だい」と回答した比率をみると、20年間で11.0ポイン
ト減少している。これはこの調査の中で、１人っ子の比
率が20年間で15.2ポイント増加したことが影響してい
ると考えられる（10ページの子どもの属性を参照）。
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図１−５−１　平日、幼稚園・保育園以外で一緒に遊ぶ相手（経年比較）

注）複数回答。
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●平日、一緒に遊ぶ相手で就園状況により差がある
のは、「きょうだい」と「父親」

　15年の調査結果で、平日、園以外で一緒に遊ぶ相手
について、年齢区分別、就園状況別にみたものが図1−
5−2である。いずれの年齢区分、就園状況においても、

「母親」と回答した比率がもっとも高く、母子の密着度
の高さは幼児全体の傾向であることがうかがえる。次に
注目したいのは「父親」である。「父親」と答えた比率

では、低年齢、高年齢いずれも保育園児のほうが未就園
児や幼稚園児よりも高い（低年齢保育園児34.1％、高
年齢保育園児26.9％）。図には示していないが、父親の
帰宅時間を子どもの就園状況別にみると、低年齢、高年
齢ともに保育園児のほうが未就園児、幼稚園児よりも帰
宅時間が早かった。保育園児の父親のほうが、家庭で子
どもに接する時間が多いと考えられる。また「第3回乳
幼児の父親についての調査」（ベネッセ教育総合研究所 
2014年）では、父親の帰宅時間を聞いているが本調査

100（％）60 8040200

未就園児（948）

保育園児（482）

幼稚園児（1,317）
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34.1
23.3
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7.8
9.9

82.1
10.3

63.9
44.5

13.9

72.2
26.9 

59.9 
9.2

17.1

母親
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きょうだい
友だち
お子様ひとり 

図１−５−２　平日、幼稚園・保育園以外で一緒に遊ぶ相手（年齢区分別・就園状況別　15年）

注 1）複数回答。
注 2）（　　）内はサンプル数。

（％）
95年 00年 05年 10年 15年

公園の遊具（すべりだい、ブランコなど）を使った遊び 66.0 68.4 76.1 78.1 80.0
つみ木、ブロック 55.0 55.5 63.1 68.0 68.4
人形遊び、ままごとなどのごっこ遊び 51.2 53.5 56.9 56.6 60.5
絵やマンガを描く 45.0 43.6 57.5 53.5 50.4
ミニカー、プラモデルなど、おもちゃを使った遊び 39.5 43.8 45.5 46.1 49.8
砂場などでのどろんこ遊び 49.5 52.0 57.6 53.6 47.7
ボールを使った遊び（サッカーや野球など） 35.0 33.2 46.8 46.9 46.2
自転車、一輪車、三輪車などを使った遊び 46.3 51.5 53.9 49.5 45.7
マンガや本（絵本）を読む 30.4 28.1 44.9 44.5 43.8
石ころや木の枝など自然のものを使った遊び 26.2 33.8 37.6 40.2 40.3
ジグソーパズル 21.9 17.9 28.8 32.9 33.0
おにごっこ、缶けりなどの遊び 13.9 13.6 20.9 23.0 27.7
カードゲームやトランプなどを使った遊び 19.4 17.8 26.2 25.6 27.7
なわとび、ゴムとび 14.1 12.6 19.3 21.1 20.5
＊携帯ゲーム 17.8 18.1
テレビゲーム 24.2 20.2 15.1 17.0 10.5
その他 7.2 9.2 13.2 10.1 9.6

表１−５−１　よくする遊び（経年比較）

注1）複数回答。
注2）「＊」は10年調査、15年調査のみの項目。
注3）項目は15年調査結果の降順に図示。
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と同様に保育園児の父親のほうが未就園児、幼稚園児の
父親よりも帰宅時間が早く、子育てにかかわる比率も高
い傾向にある。
　一方、「きょうだい」と答えた比率をみると、低年齢
では未就園児で34.1％、保育園児30.5％であるのに対
し、高年齢では幼稚園児63.9％、保育園児59.9％と約
6割を占め、低年齢児よりも高い。第2子と遊ぶ比率が
増加するためと考えられる。

●代表的な遊びは 20年間で変わっていない

　幼児がよくする遊びについて、20年間の変化をみて
みよう（表1−5−1）。幼児の全体をみると、5割を超
えるものは、「公園の遊具（すべりだい、ブランコなど）
を使った遊び」がもっとも多く、「つみ木、ブロック」、「人
形遊び、ままごとなどのごっこ遊び」、「絵やマンガを描
く」が続き、20年間を通して順位に大きな変化はみら
れない。表に示していないが、年齢別でみると、低年齢

のほうが多い遊びは「つみ木、ブロック」「ミニカー、
プラモデルなど、おもちゃを使った遊び」「砂場などで
のどろんこ遊び」であり、高年齢では「自転車、一輪車、
三輪車などを使った遊び」や集団での遊び（「おにごっこ、
缶けりなどの遊び」「なわとび、ゴムとび」）、ゲームやカー
ド（「携帯ゲーム」「テレビゲーム」「カードゲームやト
ランプなどを使った遊び」）があげられる。

●遊ぶ場所でもっとも多いのは「自宅」

　平日、園以外で遊ぶ場所について聞いたものが図1−
5−3である（2つ選択）。もっとも多いのは「自宅」、
次いで「近所の空き地や公園」、「学校、幼稚園・保育園
の運動場」と続く。年齢別にみると、年齢があがるほど

「自宅」が減少し、4歳児で「学校、幼稚園・保育園の
運動場」が4割を占める。２歳児、３歳児では「近所の
空き地や公園」が多くなっている。

図１−５−３　遊ぶ場所（年齢別　15年）
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注1）２つ選択。
注2）０歳６か月～６歳11か月の子どもをもつ親の回答を分析。
注3）０歳６か月～６歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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第６節　幼児の発達状況
10年前と比較して、発達に関する項目全般にわたって、各年齢での達成率が下がりつつある。
とくにトイレットトレーニングに関する項目においてその傾向が顕著である。

● 10年前に比べて、5，6歳児であってもできない
課題が徐々に増えている

　幼児の発達状況に関する質問項目は、05年調査以降
に加えられたことから、ここでは、05年から15年まで
の10年間における比較結果をまとめる。表1−6−1は、
生活習慣に関する発達について、子どもの年齢ごとに
05年調査と15年調査の結果を示したものである。表か
らみてとれるように、10年間で10ポイント以上、ない
し5ポイント以上、達成率が下がったものも少なくない。
達成率が5ポイント以上増加したのは、2歳児における

「ひとりで洋服の着脱ができる」という項目のみである。
とくに、大幅にポイントが減少したのは、「家族やまわ
りの人にあいさつする」、「おはしを使って食事をする」、

「オムツをしないで寝る」の3項目である。
　また、05年調査の際には、4歳児以上であれば、すべ
ての項目において達成率が80％を超えていたが、15年

調査では、5歳児、6歳児でも80％未満の項目が残され
たままである。つまり、以前に比べて、ほとんどの子ど
もができるようになるまでに時間のかかる課題が増えて
いるといえる。

●家族やまわりの人にあいさつする習慣が薄らいでる

　表1−6−1においてとくに達成率の減少が著しかっ
た項目の一つに、「家族やまわりの人にあいさつする」
があげられる。
　図1−6−1は、05年、10年、15年までの10年間
における子どもの各年齢での達成率の推移を表したもの
である。この図から、05年では、1歳児であっても、
45.9％と約半数の子どもたちがあいさつできていたのに
対して、15年では35.6％にまで落ち込んでいるのがわ
かる。その後、2歳児においても10年間で10ポイント
以上の開きがあり、3歳児、4歳児でも5ポイント以上

1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
05年 15年 05年 15年 05年 15年 05年 15年 05年 15年 05年 15年
（660） （614） （740） （583） （340） （626） （312） （610） （326） （671） （276） （657）

コップを手で持って飲む 69.5 65.8 98.4 94.8 98.2 96.3 98.1 93.5 97.8 94.0 96.0 92.7
スプーンを使って食べる 64.8 62.3 97.4 95.0 98.2 96.3 98.1 93.5 97.8 94.0 95.7 92.4
家族やまわりの人にあいさつする 45.9 ＞ 35.6 83.5 ＞ 72.6 92.5 ＞ 87.4 93.6 ＞ 87.3 91.8 87.9 91.7 88.0
歯をみがいて、口をすすぐ 14.8 ＞ 9.3 73.3 ＞ 59.1 91.6 ＞ 84.2 95.2 ＞ 88.0 97.5 ＞ 91.6 95.3 91.2
おしっこをする前に知らせる 3.3 4.7 25.2 ＞ 18.4 86.3 ＞ 75.4 97.8 ＞ 90.4 96.9 ＞ 91.9 94.6 90.7
自分でパンツを脱いでおしっこ
をする 1.2 1.3 17.7 13.0 79.1 ＞ 70.1 98.1 ＞ 90.9 97.3 ＞ 91.9 94.9 90.3

自分でうんちができる 5.6 6.4 24.4 ＞ 18.9 78.8 ＞ 64.4 95.2 ＞ 85.9 96.7 ＞ 90.4 94.6 90.3
ひとりで洋服の着脱ができる 1.4 2.4 18.4 ＜ 23.7 62.0 64.9 92.3 87.5 96.3 ＞ 91.0 93.8 90.7
おはしを使って食事をする 4.5 4.1 32.0 35.2 62.0 58.3 83.7 ＞ 72.1 94.2 ＞ 83.8 93.5 88.9
決まった時間に起床・就寝する 55.6 56.1 62.2 64.4 72.6 68.0 82.4 79.2 85.8 ＞ 77.5 84.4 ＞ 78.2
ひとりで遊んだあとの片付けが
できる 17.0 16.5 46.8 46.3 64.7 61.7 85.6 ＞ 74.5 88.1 ＞ 80.5 85.1 83.9

オムツをしないで寝る 0.6 1.0 6.3 3.8 45.9 ＞ 35.0 81.1 ＞ 66.0 84.8 ＞ 79.0 90.2 ＞ 83.6

（%）
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表１−６−１　生活習慣に関する発達（子どもの年齢別　経年比較）

注１）「できる」の％。
注２）��満1�歳以上の子どもをもつ人のみ回答。
注３）��05年、15年調査の結果を比較し、10ポイント以上の差があったものは濃い網掛け、5ポイント以上10ポイント未満の差があったものは薄い網掛けをしてある。
注４）（�　）内はサンプル数。
注５）��0歳6か月～ 6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。



減少している。そして、6歳児でも10年前の水準を下回っ
たままになっている。
　家族やまわりの人へのあいさつは、年齢の上昇ととも
に、子どもが自発的に行うようになるものというよりも、
各家庭で徐々に習慣づけられていくものであり、子ども
たちが親や周囲のおとなたちの様子を見様見真似で獲得
していくスキルであると考えられる。したがって、ここ
10年間におけるこうした結果の背景には、家庭内にお
いて、「おはよう」「おやすみ」といった日常的なあいさ
つをかわす習慣自体が、薄らいでいる可能性があるので
はないかと思われる。

　家族間において、礼儀正しくあいさつすること自体が
重視されなくなっているのか、あるいは、在園時間の長
時間化などを背景に、朝晩ともに慌ただしく過ごし、一
日の生活の折々において落ち着いてあいさつするゆとり
が失われつつあるのか、今後の検証が必要である。

●10年前よりも、4歳児以降においておはしを使え
る子どもの割合が減少している

　続いて、図1−6−2では、「おはしを使って食事を
する」ことができる割合の推移についてまとめた。

図１−６−２　「おはしを使って食事をする」の達成率（子どもの年齢別　経年比較）
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図１−６−１　「家族やまわりの人にあいさつする」の達成率（子どもの年齢別　経年比較）

注１）「できる」の％。
注２）0歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

注１）「できる」の％。
注２）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。



　10年間において、2歳児まではあまり大きな変化はな
いが、3歳児から徐々に差が開きはじめ、4歳児、5歳
児では10ポイント以上減少している。
　おはしの使用に関しても、あいさつと同様、おはしを
使って食事をするといった習慣自体が薄らいでいるのか
もしれない。おはしの代わりにフォークやスプーンを使
う機会が増えているとすれば、食事の内容自体も変わり
つつあり、おはしを使わずに食べられるメニューが食卓
に並ぶ機会が増えている可能性も考えられる。

●夜間のオムツ使用への依存が高まっている

　前回の10年調査において、顕著に変化がみられたの
が、4歳児での「オムツをしないで寝る」子どもの割合
が10ポイント以上減少していた点である（図1−6−3）。

具体的には、05年では81.1％であったのが、10年では
70.9％にまで落ち込んだ。そして、今回の調査において
もその傾向は続いており、15年では66.0％まで減少し
ている。さらに、6歳児においても05年調査よりも5ポ
イント以上の減少がみられていることから、ここ10年
間で夜間のオムツ使用への依存は大きく高まっているよ
うである。
　また、今回の調査ではこうした傾向が3歳児でもみら
れ、10年では43.6％だったのが、15年では35.0％となっ
ている。つまり、夜間のオムツを使用するかしないかの
分岐点となる年齢が5年前よりも早まっているといえる。
　こうした流れを受けて、図1−6−4では、3歳児に
限定して、トイレットトレーニングに関する課題におい
て、子どもの就園状況による差があるかどうかを検証し
た結果を表した。

図１−６−３　「オムツをしないで寝る」の達成率（子どもの年齢別　経年比較）

図１−６−４　3歳児におけるトイレットトレーニングに関する発達（就園状況別　経年比較）

注１）「できる」の％。
注２）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
注３）サンプル数は、05年（保育園 53人、未就園 258人）、10年（保育園 136人、未就園 330人）、15年（保育園 224人、未就園 340人）。
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注２）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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　10年調査までは、とくに夜間のオムツ使用率におい
ては、未就園児よりも保育園児のほうが高かったが、今
回の調査結果によると、就園状況の違いによらず、全体
的にトイレットトレーニングに関する各課題の達成率の
減少傾向が確認できる。「おしっこをする前に知らせる」、

「自分でパンツを脱いでおしっこをする」、「自分でうん
ちができる」、「オムツをしないで寝る」など、いずれの

項目においても、達成率が下がっている。
　こうした背景には、親の意識が強く影響していると推
察される。オムツだけではなく、トレーニングパンツな
ども含め、機能性の向上とともに、トイレットトレーニ
ングの煩わしさを回避するという意識が強まっているの
ではないだろうか。
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母親の教育・子育てに関する意識

第2章

真田 美恵子（1〜3、7節）

田村 徳子（4、6節）

荒牧 美佐子（5節）



第１節　母親の子育て観
この10年間で、自分の生き方より子育てを優先する母親、子どもといつも一緒でなくても愛情
をもって育てればいいと考える母親、文字や数はできるだけ早くから教えるのがよいと考える母
親が増加している。

●子育て観が変化している

　本節では母親の子育て観に関して、05年からの10年
間で、どのような変化があったのかをみていきたい。子
育てや子どもの教育に関するAとBの２つの意見のうち、
母親の気持ちに近いほうを選択してもらった結果が図２
−１−１である。

　まず、子育てと自分自身の生き方について、「子育て
も大事だが、自分の生き方も大切にしたい」と考える母
親は05年では60.9%だったが、15年では52.5%と8.4
ポイント減少した。その一方で、「子どものためには、
自分ががまんするのはしかたない」は05年では37.9%
だったが、15年では47.2%と9.3ポイント増加した。
10年調査と比較して、15年調査ではこの２つの考え方

子育ても大事だが、
自分の生き方も
大切にしたい

子どもが３歳くらいまでは
母親がいつも一緒に
いた方がいい

子どもの教育について、
親が判断して選ぶのが

よい

世間で名の通った
大学に通ってほしい

わがままを言ったら、
厳しくしかりつけるのが

よい

子どもは
生まれつき能力が
決まっていると思う

文字や数はできるだけ
早くから教えるのがよい

*子育て支援を
充実させるために税金が
増えるのはしかたがない

子どものためには、
自分ががまんするのは

しかたない

母親がいつも一緒で
なくても、愛情をもって

育てればいい

子どもの教育について、
子どもの自主性を
重んじるのがよい

大学進学や学校名には
こだわらない

わがままを言ったら、
分かるまでやさしく
言い聞かせるのがよい

子どもは育つ環境に
よってどのような能力も
伸ばせると思う

文字や数は子どもが
関心をもつようになって
から教えるのがよい

子育て支援は現状の
ままでよいので、税金は
増やさない方がよい

（％）
60.9

A B

BA
37.9

54.7 44.7
52.5 47.2

60.9 38.0
55.9 43.6

50.3 49.6

22.4 76.1
22.8 76.3
23.6 76.1

24.1 74.6
27.4 72.1
29.5 70.2

26.2 72.0
35.7 62.7

31.3 67.9

10.1 88.8
9.8 89.6
12.8 86.2

18.3 80.7
25.1 74.4
27.6 71.5

42.8 55.2
44.6 53.7

05年（2,931）　　 10年（3,431）　　  15年（3,838）

05年
10年
15年

05年
10年
15年

05年
10年
15年

05年
10年
15年

05年
10年
15年

05年
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15年
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05年
10年
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図２−１−１　母親の子育て観（経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注3）＊は10年調査以降の項目。　
注4）（　）内はサンプル数。
注5）�0歳6か月～ 6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。　



は同率に近い。子どもや子育てをより重視する母親の気
持ちが、この結果に表れたと考えられる。次に、いわゆ
る「３歳児神話」に関する項目である「子どもが３歳く
らいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい」を支持す
る比率は、05年では60.9%だったが、15年では50.3%
と10.6ポイント減少した。「母親がいつも一緒でなくて
も、愛情をもって育てればいい」は05年では38.0%だっ
たが、15年では49.6%と11.6ポイント増加した。愛情
をもって子育てをすれば、３歳まで子どもといつも一緒
にいなくても大丈夫であると考える母親が10年間で増
加しており、「３歳児神話」を信じている母親とほぼ半
数ずつの選択率となった。子育てに向き合う母親の考え
が変化してきているといえるだろう。
　次に10年間で大きな変化のあった、教育に関する意
識をみていく。文字や数の習得について、「文字や数は
できるだけ早くから教えるのがよい」と考える母親は
05 年 の 18.3% か ら 9.3 ポ イ ン ト 増 加 し、15 年 で は
27.6%となった。「文字や数は子どもが関心をもつよう
になってから教えるのがよい」と考える母親は05年の
80.7%から15年では71.5%に減少した。子どもの進学
に対する期待では、「世間で名の通った大学に通ってほ
しい」と考える母親の比率が増加傾向である（05年
24.1%→15年29.5%）。子どもの学歴を重視する傾向や、
早い時期から文字や数を教えたほうがよいと考える母親

の比率は、10年間を通して一貫して増加している。「子
どものためには、自分ががまんするのはしかたない」を
支持する比率が増加していることとあわせて考えると、
母親が、自分の生き方よりも子どもの教育や進路をより
重視しながら育児をする傾向が高まっていることがうか
がえる。
　また10年調査で新たに質問項目を追加した、子育て
支援のための税金の使い方については、「子育て支援を
充実させるために税金が増えるのはしかたがない」とい
う考え方を支持する母親は15年には44.6%で、「子育て
支援は現状のままでよいので、税金は増やさない方がよ
い」と増税に賛成しない母親は53.7%であった。これ
らの項目については10年から大きな変化はみられず、
意見が分かれている。

●「文字や数はできるだけ早くから教えるのがよい」
と考える0歳児の母親が増加

　次に、子どもの年齢別に、母親の子育て観の経年変化
を確認してみよう。ここでは、変化が大きかった母親自
身の生き方と子育ての方針、文字や数を教える時期に着
目し、子どもの年齢別の経年変化を記述する（表２−１
−１）。
　まず、「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にし

（％）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

A.子育ても大事だが、自分の生き方
も大切にしたい

05年 57.8 57.6 57.3 60.5 69.0 57.8 65.0
10年 50.6 55.4 54.4 56.9 53.7 56.0 54.0
15年 54.9 52.0 51.4 47.3 51.2 56.8 55.4

B.子どものためには、自分ががまん
するのはしかたない

05年 41.6 41.9 41.9 38.3 30.0 39.7 33.5
10年 49.1 44.0 45.4 42.6 45.6 42.8 45.6
15年 45.1 48.0 48.2 52.5 48.6 42.6 44.1

A.文字や数はできるだけ早くから教
えるのがよい

05年 32.9 26.3 22.2 17.2 10.8 11.9 14.3
10年 40.6 33.3 28.7 21.3 20.9 15.1 22.9
15年 47.8 37.3 28.5 22.3 20.1 21.9 25.2

B.文字や数は子どもが関心をもつよ
うになってから教えるのがよい

05年 66.5 73.3 77.3 81.9 88.2 85.6 84.6
10年 59.1 65.6 70.8 78.0 78.6 84.5 76.7
15年 51.5 62.4 70.4 76.9 79.0 77.1 73.4
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表２−１−１　母親の子育て観（子どもの年齢別　経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）�8対の項目のうち2対の項目を表示。
注3）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注4）子どもの年齢別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

05年 324 649 730 333 307 322 266
10年 319 538 479 537 561 494 503
15年 268 588 564 594 581 629 614

注5）�0歳6か月～�6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。



たい」を選択した母親の比率をみると、子どもの年齢を
問わずに10年前より減少している。その中でもっとも
変化が大きかったのが、４歳児の母親であった。05年
の69.0％から15年では51.2％へ17.8ポイント減少した。
一方で、「子どものためには、自分ががまんするのはし
かたない」は、05年では30.0％だったのが15年では
48.6％と、18.6ポイント増加している。
　また、「文字や数はできるだけ早くから教えるのがよ
い」と考える母親は、子どもの年齢を問わずに10年前
より増加している。とくに０歳児の母親では、05年の
32.9％から15年では47.8％へと14.9ポイント増加した。
一方で、「文字や数は子どもが関心をもつようになって
から教えるのがよい」と考える比率は15年では51.5％
に減少しており、この２つの考え方に対する支持が同率
に近づいてきている。

●「子どものためには、自分ががまん」と考えるパー
トタイム、専業主婦の母親が増加

　母親の就業状況別の経年変化を表２−１−２にまとめ
た。「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい」
については、パートタイムの母親では10年間で70.8%
から56.3%へ、専業主婦の母親は57.3％から44.6％へ
といずれも10年間で10ポイント以上減少した。常勤者
の母親は10年間であまり変化がみられない。
　その一方で、パートタイム、専業主婦の母親のいずれ
においても、「子どものためには、自分ががまん」と考
える層が増加している。この変化の背景には何があるの
だろうか。
　都市部を中心に待機児童が課題となる中、首都圏を対
象にした本調査でも05年から15年の10年間で、働く
母親が増え、専業主婦の比率は68.4％から51.1％に減

（％）
常勤者 パートタイム 専業主婦

A.子育ても大事だが、自分の生き方
も大切にしたい

05年 68.9 70.8 57.3
10年 64.4 58.2 50.4
15年 67.8 56.3 44.6

B.子どものためには、自分ががまん
するのはしかたない

05年 31.1 27.5 41.3
10年 35.0 40.3 49.3
15年 32.0 43.7 55.2

A.世間で名の通った大学に通ってほ
しい

05年 25.5 20.9 24.6
10年 31.5 20.4 27.9
15年 35.0 23.9 29.4

B.大学進学や学校名にはこだわらな
い

05年 74.5 77.6 73.9
10年 67.6 79.0 71.9
15年 65.0 76.0 70.5

A.文字や数はできるだけ早くから教
えるのがよい

05年 16.4 20.1 18.1
10年 23.0 23.5 25.1
15年 28.7 27.7 26.1

B.文字や数は子どもが関心をもつよ
うになってから教えるのがよい

05年 83.6 78.4 80.7
10年 76.4 75.6 74.4
15年 70.9 71.9 73.6

表２−１−２　母親の子育て観（母親の就業状況別　経年比較）

注1）�0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注2）�8対の項目のうち3対の項目を表示。
注3）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。
注4）母親の就業状況別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）

常勤者 パートタイム 専業主婦

05年 248 290 2072

10年 464 491 1966

15年 695 579 1981

注5）�0歳6か月～ 6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。　
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少した。そのような状況下で、専業主婦として「あえて」
働かないことを選択した一部の母親において、「子ども
のために」今はがまんするという考えを支持する比率が
増えているとはいえないだろうか。
　また常勤者の母親については、専業主婦の家庭よりも
父親の帰宅時間が早く（図示省略）、子育ての関わりも
比較的多い傾向があるため（3章2節より）、ある程度は
父親の協力を得ながら仕事と育児の両立をしている状況
がうかがえる。
　一方、パートタイムの母親については、父親の子育て
への関わりが常勤の母親の家庭よりも少ない（3章2節
より）。そのため、仕事をもっていても、子育てを中心
に生活のバランスをとらざるをえない母親も少なくない
と考えられる。さらに、パートタイム世帯の年収は05
年調査より減少する傾向があり（図示省略）、家族のた
めに働かざるを得ない母親も増えていることがうかがえ
る。このような状況が、「子どものためには、自分がが
まんする」という比率の増加につながっているのではな
いだろうか。ただし、いずれも仮説であり、母親の就業
状況別の子育て観の変化の違いについては、今後さらな
る検証が必要である。

●「世間で名の通った大学に通ってほしい」「文字
や数はできるだけ早くから教えるのがよい」と考
える常勤の母親が増加

　「世間で名の通った大学に通ってほしい」については、
いずれの就業状況の母親でも増加傾向がみられた。とく
に常勤の母親の選択率は、05年の25.5%から15年では
35.0%と約10ポイント増加した。常勤の母親は、パー
トタイムや専業主婦の母親よりも増加率が大きく、子ど
もを有名大学に進学させたい志向が強まっている。文字
や数を教える時期も、いずれの就業状況の母親でも「で
きるだけ早く教えるのがよい」と考える比率が増えてい
るが、とくに常勤の母親は05年16.4％から15年28.7％
へと12.3ポイント増加した。05年から15年にかけて、
常勤の母親の大学卒業率（短期大学・四年制大学・大学
院卒業の比率）が上昇している（図示省略）。常勤の母
親の考え方の変化の背景には、こうした学歴の変化が関
連している可能性があると推測される。

─ 40 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識� ベネッセ教育総合研究所（2016年）



─ 41 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識� ベネッセ教育総合研究所（2016年）

第２節　今、子育てで力を入れていること
この10年間、他者への思いやりや親子のふれあい、生活習慣に力を入れる比率は一貫して高い
水準を維持している。しかし、「友だちと一緒に遊ぶこと」に「とても」力を入れる比率は10年
前の調査から5.8ポイント減少した。

●上位に変化はないが、「友だちと一緒に遊ぶこと」
が減少、「数や文字を学ぶこと」が増加の傾向

　前節では、母親の子育てに関する意識・価値観の経年
変化をみた。本節では、母親たちが今、どのようなこと
に力を入れて子育てをしているのかについて経年比較を
する。図２−２−１は母親が子育てで力を入れているこ
とについて、「とても力を入れている」と答えた比率の

10年間の変化を示したものである。その結果、以下の
５点の特徴がみられた。
　１点目として、上位３項目は10年間で変化がなかっ
た。それは「他者への思いやりをもつこと」（05 年
55.5%→15年51.4%）、「親子でたくさんふれあうこと」

（05年46.6%→15年46.9%）、「基本的生活習慣を身に
つけること」（05年48.0%→15年45.7%）である。
　２点目として、10年調査で追加した社会ルールの習

100（％）60 8040200

他者への思いやりをもつこと

親子でたくさんふれあうこと

基本的生活習慣を身につけること

* 社会のマナーやルールを身につけること

*自分でできることは自分ですること

*自分の気持ちや考えを人に伝えること
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図２−２−１　子育てで力を入れていること（経年比較）

注 1）「とても力を入れている」の％。
注 2）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注 3）＊は 10年調査以降の項目。
注 4）（　）内はサンプル数。　
注 5）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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得、自立、自己の表現に関する項目は10年も15年も約
４割の選択率とほぼ変わらず、15項目の中で上位であっ
た。具体的には「社会のマナーやルールを身につけるこ
と」「自分でできることは自分ですること」「自分の気持
ちや考えを人に伝えること」の項目である。これらの結
果から、子育てで力を入れることの上位は、経年で大き
な変化はみられないことがわかる。
　３点目として、「友だちと一緒に遊ぶこと」が10年前
と比較して唯一、5ポイント以上の変化があった項目で
あった。05年では24.4％であったが、15年では18.6％
と5.8ポイント減少した。これは1章5節で示した「平日、

（幼稚園・保育園以外で）一緒に遊ぶ人」について「友
だち」が減少したことと関係があると考えられる。共働
き世帯の増加による保育の長時間化や少子化の影響を受
け、園以外で友だちと一緒に遊ぶ機会が少なくなったこ
とにより、子どもの友だちづきあいに関する母親の意識
が弱くなっている可能性が考えられる。
　４点目として、数や文字の学習を重視する母親が増加
している。「数や文字を学ぶこと」について、数値は低
いものの、05年の7.2%から10年には11.0%、15年に
は12.1％と増加している。前節で「文字や数はできる
だけ早くから教えるのがよい」という考えを支持する比
率が増加したことを示したが、本調査が示す結果はこう
した教育観とも整合的である。幼児の子育てにおいて、
数や文字の習得を重視する母親が増えているといえるだ

ろう。
　５点目として、05年から10年にかけて、外遊びやか
らだづくりをより重視する傾向がみられたが、15年で
は05年時点の水準に戻っている。具体的な項目として
は、「自然とたくさんふれあうこと」（05年21.6％→10
年24.7％→15年19.7％）、「屋外で遊ぶこと」（05年
18.9％→10年23.0％→15年19.4％）、「身体を丈夫に
すること」（05年35.1％→10年39.3％→15年36.5％）
であった。

●「友だちと一緒に遊ぶこと」は性別問わずに減少、「数
や文字を学ぶこと」は男子の母親で増加の傾向

　次に、子育てにおいて重視することについて、子ども
の性別での経年変化をみていく。ここでは変化がみられ
た項目に着目した。図２−２−２から以下のことがわ
かった。
　１点目は、「友だちと一緒に遊ぶこと」に「とても力
を入れている」比率について、性差はなく、経年変化に
おいても性別での大きな違いはみられなかった。男女い
ずれの母親でも、この項目を選択する比率は減少してい
た。
　２点目は、「数や文字を学ぶこと」について、とくに
男子の母親で「とても力を入れている」比率が10年間
で増加した（05年5.8％→15年12.4％）。女子は05年
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図２−２−２　子育てで力を入れていること（性別　経年比較）

注 1）「とても力を入れている」の％。
注 2）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注 3）15項目のうち 5項目を図示。
注 4）サンプル数は 05年男子 1,461 人、女子 1,470 人、10年男子 1,694 人、女子 1,737 人、15年男子 1,890 人、女子 1,948 人。
注 5）��0 歳 6か月～ 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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では8.7％、15年では11.8％であり、男子の母親の増
加率のほうが大きかった。
　３点目は、外遊びやからだづくりを重視する傾向は05
年から10年にかけてとくに男子の母親において増加した
が、10年から15年にかけては減少して、05年時点の水
準に戻った。「自然とたくさんふれあうこと」については、
女子の母親も10年23.1％から15年18.3％へ4.8ポイン
ト減少した。
　
●「友だちと一緒に遊ぶこと」は子どもの年齢を問
わずに減少、「数や文字を学ぶこと」は０歳児と
５歳児でとくに増加

　子育てにおいて重視することについて、子どもの年齢
別に経年変化をみていく（表２−２−１）。「友だちと一
緒に遊ぶこと」は、いずれの年齢でも15年の数値がもっ
とも低かった。とくに、１～４歳児においては、10年

から15年にかけて5ポイント以上減少した。他に「屋
外で遊ぶこと」「自然とたくさんふれあうこと」も、年
齢を問わずに10年から15年にかけて減少している。
　一方で、「数や文字を学ぶこと」は、10年間で、いず
れの年齢でも「とても力を入れている」比率が高くなっ
ていた。とくに０歳児では、05年2.2％だったが、10
年5.8％、15年10.1％と10年間で7.9ポイント増加した。
また５歳児でも、05年7.6％、10年12.4％、15年14.4％
と10年間で6.8ポイント増加した。
　「親子でたくさんふれあうこと」「基本的生活習慣を身
につけること」は、２歳児以上では５年間であまり変化
がないが、０歳児、１歳児では増加傾向がみられる。「数
や文字を学ぶこと」も０歳児で増加傾向がみられたこと
から、子育てを始める初期の段階で、数や文字の習得、
親子のふれあい、基本的生活習慣の確立などに力を入れ
る母親が増えていることがうかがえる。

（％）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

友だちと一緒に遊ぶこと
05年 14.3 20.8 23.0 25.7 26.7 27.0 27.8
10年 14.7 20.3 24.3 26.3 27.3 25.0 26.2
15年 10.8 15.0 17.1 18.2 19.6 21.5 24.2

数や文字を学ぶこと
05年 2.2 4.1 5.5 7.6 8.8 7.6 12.1
10年 5.8 7.8 9.4 10.2 13.7 12.4 15.4
15年 10.1 9.5 10.0 10.4 12.6 14.4 16.7

屋外で遊ぶこと
05年 12.0 22.4 22.4 18.6 17.9 17.2 18.0
10年 16.5 24.4 27.7 25.8 21.2 20.3 21.9
15年 10.4 21.2 22.4 22.1 19.1 16.3 19.4

自然とたくさんふれあうこと
05年 22.6 24.5 23.0 22.5 25.1 18.0 15.8
10年 20.6 29.0 26.7 24.4 24.3 23.3 22.5
15年 15.4 23.1 19.4 22.1 19.5 18.1 18.2

親子でたくさんふれあうこと
05年 70.4 64.2 51.9 46.4 43.3 33.5 28.5
10年 65.3 59.4 52.9 43.8 39.9 35.3 29.7
15年 74.7 65.8 51.2 47.6 38.7 33.9 30.1

基本的生活習慣を身につけること
05年 36.3 41.4 46.1 45.1 53.8 54.6 52.3
10年 37.6 41.3 41.8 44.9 47.6 49.5 49.5
15年 40.0 45.8 40.4 43.8 46.4 51.3 49.5

表２−２−１　子育てで力を入れていること（子どもの年齢別　経年比較）

注1）�「とても力を入れている」の％。
注2）��0歳6か月～ 6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注3）��15項目のうち6項目を表示。
注4）子どもの年齢別のサンプル数は以下のとおりである。

（人）
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

05年 324 649 730 333 307 322 266
10年 319 538 479 537 561 494 503
15年 268 588 564 594 581 629 614

注5）�0歳6か月～�6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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第３節　子どもの進学に対する期待
母親の子どもに対する高学歴志向はさらに強まり、「高校卒業の母親」も子どもに高学歴を期待
するようになっている。子どもの性別では、男子により高い学歴を望んでいるが、この５年間で
女子に「四年制大学卒業まで」を期待する比率が大きく増加した。

　母親は、子どもの進学に対してどのような期待をして
いるのだろうか。また、それはこの20年間でどのよう
に変化しているのだろうか。

● 73.4％の母親が、子どもに「四年制大学卒業まで」
の学歴を期待している

　図２−３−１は、母親が子どもをどの学校段階まで進
学させたいと思っているかについて、経年比較を行った
ものである。これをみると、95年から00年は、「高校
卒業まで」の比率が増加し（95年7.3％→00年14.5％、
以下同）、「四年制大学卒業まで」の比率が減少したが

（70.0％→61.8％）、00年から15年までは一貫して「高
校卒業まで」の比率が減少し（14.5％→13.4％→9.1％
→5.9％）、「四年制大学卒業まで」の比率が増加してい
る（61.8％→64.5％→66.7％→73.4％）。とくに、10
年から15年にかけては、「四年制大学卒業まで」を選択
する比率が6.7ポイント増加しており、母親の子どもに
対する高学歴志向は強まっているといえよう。

●母親が女子に「四年制大学卒業まで」を期待する
比率が 5年間で約 10ポイント増加

　次に、進学に対する期待が、子どもの性別によってど
のように異なるかをみてみよう。図２−３−２をみると、
女子に対して「短大・高等専門学校卒業まで」を望む比
率は15年では17.8％となり、10年の23.8％から6.0ポ
イント減少した。一方で、女子に「四年制大学卒業まで」
を期待する比率は、00年50.1％→05年52.0％→10年
56.8％→15年66.9％となり、00年以降一貫して上昇し
ている。男子についても00年以降、「四年制大学卒業ま
で」を期待する比率は高くなっており、00年73.0％
→05年76.5％→10年76.1％→15年79.7％であった。
母親は、依然として男子により高い学歴を期待している。
しかし、女子に高学歴を期待する比率が調査をするたび
に高くなっているため、性差は徐々に縮まっている。四
年制大学卒業以上の学歴を望む比率の性差（男子−女子）
については、95年調査から、27.5ポイント差→25.4ポ
イント差→26.1ポイント差→21.3ポイント差→16.5ポ
イント差と減少している。

図２−３−１　子どもの進学に対する期待（経年比較）

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。
注 3）（　）内はサンプル数。
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●「高校卒業の母親」も、子どもに高い学歴を期待
するようになっている

　次に、子どもの進学に対する期待が、母親の学歴によっ
てどのように異なるかをみてみよう（図２−３−３）。「高
校卒業までの母親」（「中学校」「高等学校」「専門学校」
を卒業した人）と「大学卒業の母親」（「高等専門学校」「短
期大学」「四年制大学」「大学院（六年制大学を含む）」
を卒業した人）とを比較すると、95年から15年まで一
貫して、「高校卒業の母親」は「大学卒業の母親」と比
較して、子どもに「高校卒業まで」「専門学校卒業まで」
の学歴を望む比率が高く、四年制大学卒業以上の学歴を
望む比率が低い。

　四年制大学卒業以上の学歴を望む比率の差（「大学卒
業の母親」−「高校卒業の母親」）は、95年から10年
までは、20.6ポイント差→26.7ポイント差→29.9ポイ
ント差→31.0ポイント差と、10年まではやや拡大傾向
にあった。しかし15年にはその差が27.7ポイントにな
り、５年前の調査よりも縮まった。子どもに四年制大学
卒業以上の学歴を望む「大学卒業の母親」は 10 年
84.3％→15年88.1％と3.8ポイント増加したのに対し
て、「高校卒業の母親」では10年53.3％→15年60.4％
と7.1ポイント増加した。「高校卒業の母親」も徐々に、
子どもに高い学歴を期待するようになっているといえよ
う。

図２−３−２　子どもの進学に対する期待（性別　経年比較）

図２−３−３　子どもの進学に対する期待（母親の学歴別　経年比較）

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。　
注 3）（　）内はサンプル数。

注 1）母親の回答のみ分析。
注 2）95年、00年、05年調査では、「短大・高等専門学校卒業まで」は「短大卒業まで」、「四年制大学卒業まで」は「大学卒業まで」、「大学院卒業まで（六年制大学

を含む）」は「大学院卒業まで」とたずねた。
注 3）高校卒業の母親は、「中学校」「高等学校」「専門学校」を卒業した人、大学卒業の母親は、「高等専門学校」「短期大学」「四年制大学」「大学院（六年制大学を含む）」

を卒業した人を表す。
注 4）（　）内はサンプル数。
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第４節　教育費
習い事などにかかる費用は、5年間で変化はみられなかったが、幼稚園児、保育園児ともに園に
かかる費用で増加傾向がみられた。幼稚園児の園にかかる費用は世帯年収にかかわらず同程度で
あり、教育費全体への負担感が高かった。

●習い事などにかかる費用は、この 5年間で変化は
みられない

　子ども1人で1か月あたりにかかる教育費はどれくら
いか。「塾・通信教育・習い事・絵本・玩具等にかかる
費用（幼稚園・保育園で有料で習っているものは除く）」
と「幼稚園・保育園にかかる費用（保育料や、幼稚園・
保育園で有料で習っている習い事の費用を含む）」につ
いてたずねた。（なお、質問文は、調査回によって、若
干の変更を行っている。詳細は図2−4−1の注3を参照）。
　図2−4−1をみると、習い事などにかかる教育費は

「1,000円〜5,000円未満」と「5,000円〜10,000円未満」
の層が大半を占める。この層の比率は、95年が55.0％、
00年が55.5％、05年が55.9％、10年が55.3％、15年
が53.3％とあまり変化がなかった。一方、「1,000円未満」
は、95年が11.3％、00年が18.6％、05年が11.7％、
10年が23.3％、15年が24.4％だった。05年から10年
にかけて倍増しており、15年はほほ横ばいとなった。
ま た、10,000 円 以 上 は、95 年 が 31.1 ％、00 年 が
24.7 ％、05 年 が 31.1 ％、10 年 が 17.6 ％、15 年 が
18.2％だった。05年から10年にかけて13.5ポイント

減少し、15年はほほ横ばいとなった。05年から10年に
かけて習い事などにかける教育費は大きく減少傾向にな
り、15年はそのまま横ばいの状態だった。
　「1,000円未満」を500円、「1,000円〜5,000円未満」
を3,000円のように置き換えて平均を算出すると、05
年が8,771円相当だったのが、10年には5,829円相当
と3,000円近く減少し、15年では5,960円相当と、10
年とあまり変わらなかった。

●子どもの年齢が上がるにつれて、習い事などにかか
る費用は増加

　15年で、子どもの年齢別に習い事などにかかる教育
費をみた。1歳後半児では、「1,000円未満」が39.3％、

「1,000円〜5,000円未満」が43.2％であり、これらを
合わせて約83％を占めた。平均費用は3,308円相当だっ
た。6歳児になると「1,000円未満」が10.9％、「1,000
円〜5,000円未満」が24.7％であり、これらを合わせて
約36％であり、平均費用は9,235円相当だった。習い
事などにかかる教育費は、子どもの年齢と大きく関係し
ており、10年調査の傾向と変わらなかった（図示省略）。

図２−４−１　ひとりあたりの教育費（経年比較）

注 1）平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の人
は分析から除外している。

注 2）「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3）95 年、00 年、05 年調査は「幼稚園・保育園にかかる費用（就園補助等も含めて）を除いた、１か月あたりの塾・通信教育・習い事・絵本・玩具等にかかる費

用を教えてください。」とたずねている。（ただし、95 年は、質問文に「（就園補助等も含めて）」と「絵本・玩具」の部分は含まない）
注 4）（　）内はサンプル数。

95年(1,692)

00年(1,601)

05年(2,297)

10年(2,918)

15年(3,466)

（％）

11.3 19.0

5,000円～
10,000円未満

13.9

10,000円～
15,000円未満

7.0

15,000円～20,000円未満

36.0

1,000円～5,000円未満

10.2

20,000円
以上1,000円未満

2.6

無答不明

35.218.6 11.3 5.6 7.820.3 1.2

33.011.7 12.6 7.9 10.622.9 1.4

37.223.3 9.1 4.6 3.9 3.718.1

8.4 5.3 4.524.4 35.2 18.1 4.1

平均費用

（8,556円） 

（7,323円） 

（8,771円）

（5,829円）

（5,960円）
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●高年齢で保育園児の習い事にかかる教育費が増加
傾向

　子どもの就園状況により、習い事などの教育費に違い
はあるか。図2−4−2をみると、15年調査では、低年
齢で未就園児と保育園児で差はみられなかった。一方、
高年齢で幼稚園児と保育園児に差がみられた。「1,000
円未満」と「1,000円〜5,000円未満」を合わせた比率は、
幼稚園児が43.8％、保育園児が52.6％であり、平均費
用は幼稚園児が7,848円相当で、保育園児が6,777円相
当だった。
　10年と15年での平均費用の変化をみると、低年齢で
はあまり変化はみられなかった。一方、高年齢では幼稚
園児の費用はほぼ変化は見られなかったが、保育園児の
費用がやや高くなり、平均費用を比べると10年が6,009
円相当、15年が6,777円相当だった。高年齢の保育園
児で習い事をしている比率が増加傾向にあることと関連
すると思われる。

●高年齢で、幼稚園児、保育園児ともに園にかかる
費用が増加

　幼稚園や保育園にかかる費用をみよう。保育園につい
て、低年齢と高年齢で比較した。　
　図2−4−3をみると、低年齢でもっとも多かったのは、

「50,000円以上」で29.4％だった。平均費用は35,866
円相当だった。高年齢でもっとも多かったのは「20,000
円〜 30,000 円未満」で 39.8％だった。平均費用は
25,100円相当であり、低年齢に比べて10,000円ほど差
があった。
　次に、高年齢において、15年での幼稚園と保育園で
比較しよう。図2−4−4をみると、幼稚園児で多くを
占めたのが、「20,000円〜30,000円未満」が31.7％、

「30,000円〜40,000円未満」が45.7％で、合わせて約
77％だった。また、平均費用は30,925円相当だった。
一方、保育園児の場合、「20,000円〜30,000円未満」
が39.8％だったが、幼稚園に比べると費用のばらつき
が大きかった。平均費用は25,100円相当だった。

図２−４−２　ひとりあたりの教育費（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

図２−４− 3　保育園にかかる費用（子どもの年齢区分別　15年）

注 1） 平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の
人は分析から除外している。

注 2） 「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3） 調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
 低年齢：１歳６か月〜３歳 11 か月の幼児。　高年齢：４歳０か月〜６歳 11 か月の幼児。
注４）（　）内はサンプル数。

注 1） 子どもを保育園に通わせている人のみ回答。
注 2） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注 3） 調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
 低年齢：１歳６か月〜３歳 11 か月の幼児。　高年齢：４歳０か月〜６歳 11 か月の幼児。
注 4） （　）内はサンプル数。

未就園児（948）

保育園児（482）

幼稚園児（1,317）

保育園児（533）

（％）

32.5 11.5

5,000円～10,000円未満
10,000円～15,000円未満

3.0 2.3 2.2

15,000円～20,000円未満

44.4

1,000円～5,000円未満
20,000円以上

1,000円未満

3.9

無答不明

43.830.6 6.511.7

26.8 23.617.0 8.2 6.4 4.0

2.5

13.9

23.1 9.8 6.8 5.231.021.6

低
年
齢

高
年
齢

3.3 2.2 1.9

低年齢(482)

高年齢(533)

（％）

5.6 15.5

40,000円～
50,000円

16.8

30,000円～
40,000円

29.4

50,000円以上

2.815.54.3

5,000円未満
5,000円～10,000円

20,000円～
30,000円

10.2

10,000円～
20,000円 無答不明

17.07.05.9 4.8 4.819.539.8 1.3

平均費用（円）

10年 15年

低年齢
未就園児 4,007 3,903 

保育園児 3,687 3,946 

高年齢
幼稚園児 7,972 7,848 

保育園児 6,009 6,777 

平均費用

（35,866円） 

（25,100円） 
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　高年齢での園にかかる費用を10年と15年での変化を
みると、30,000円以上の比率は、幼稚園児で10年調査
の49.9％から15年調査の57.9％、保育園児で10年調
査の23.3％から15年調査の29.1％と増加した。平均費
用は、幼稚園児では10年調査が29,412円相当、15年
調査が30,925円相当と1,500円ほど高くなっていた。
また保育園児では10年調査が22,578円、15年調査が
25,100円と2,500円ほど高くなっていた。幼稚園児、
保育園児ともに園にかかる費用は増加の傾向がみられ
た。

●習い事などの教育費は、世帯年収と関連性がみら
れる。幼稚園児の園にかかる費用は、世帯年収に
かかわらず同程度

　子育てや教育にかかる費用を家計からどれくらい支出
するかは、家族にとって大きな問題である。そこで、習
い事などの教育費・幼稚園や保育園にかかる費用と世帯
年収との関係について分析した。ここでは、幼稚園や保
育園に就園している比率の高い高年齢についてみていき
たい。

図２−４−４　園にかかる費用（就園状況別（高年齢）経年比較）

図２−４−５　ひとりあたりの教育費（就園状況別（高年齢）　世帯年収別　15年）

注１） 子どもを園に通わせている人のみ回答。
注２） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注３） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注４） （　）内はサンプル数。

注 1） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注 2） 「20,000 円〜 25,000 円未満」「25,000 円〜 30,000 円未満」「30,000 円以上」を「20,000 円以上」としている。
注 3） 平均費用は「1,000 円未満」を 500 円、「1,000 円〜 5,000 円未満」を 3,000 円、「30,000 円以上」を 32,500 円のように置き換えて算出した。無答不明の

人は分析から除外している。
注 4） （　）内はサンプル数。
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5.5 4.1 5.4

20,000円以上
15,000円～20,000円未満

1,000円未満 無答不明

幼
稚
園
児

保
育
園
児

1.8 
0.0

29.0
1,000円～5,000円未満

27.0

5,000円～10,000円未満

17.9

10,000円～
15,000円未満

11.0

5.5 2.820.0 29.2 28.8 11.4
2.3

3.444.3 31.1 17.6 
1.8

3.8 5.9 4.925.9 34.9 23.6
1.1

1.9 10.1 8.1 3.719.0 33.0 24.1

16.0 7.0 6.9 4.119.7 30.2 16.1 

0.9 13.012.9 22.2 28.4 12.1 10.5

8.9 4.3 4.315.7 27.0 24.5 15.1

21.0 12.1 4.210.4 23.0 17.9 11.3

13.9 22.1 3.27.1 19.4 18.2 16.1

平均費用

（29,412円）

（30,925円）

（22,578円）

（25,100円）

─ 48 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識 ベネッセ教育総合研究所（2016年）



　図2−4−5は習い事などの教育費を就園状況別に世
帯年収でみたものである。これをみると、就園状況にか
かわらず、世帯年収が高いほど、習い事などの教育費を
多く支出していることがわかる。
　次に、図2−4−6は園にかかる費用を就園状況別に
世帯年収でみたものである。これをみると、保育園児の
場合、世帯年収が上がるほど園にかかる費用を多く支出
していることがわかる。一方、幼稚園児の場合、世帯年
収にかかわらず、園にかかる費用が同程度だった。

●教育費の負担感は経年で変わらない。保育園児の
負担感は年齢で変わらないが、幼稚園児の負担感
が高い

　ここまで、習い事や園などの教育費の状況についてみ

てきた。では教育費の支出について保護者はどのように
感じているだろうか。ここでは母親の回答のみ分析する。
　教育費の負担感について、10年調査と15年調査を比
べたのが図2−4−7である。これをみると教育費の負
担感に変化はみられなかった。15年では、負担を「と
ても感じる」が11.6％、「まあ感じる」が42.1％であり、
合わせて53.7％と約半数だった。約半数の母親が負担
感を感じているといえよう。
　次に、低年齢と高年齢に分けて就園状況別にみた（図
示省略）。負担を「感じる（とても＋まあ）」比率は、低
年齢の場合では未就園児で34.2％、保育園児で47.2％、
高年齢の幼稚園児で72.5％、保育園児で48.9％だった。
保育園児の場合、低年齢と高年齢であまり負担感が変わ
らない。一方、高年齢の幼稚園児で負担感が7割以上と
高い比率だった。

図２−４−６　園にかかる費用（就園状況別（高年齢）　世帯年収別 15年）

注１） 子どもを園に通わせている人のみ回答。
注２） 高年齢は、4 歳〜 6 歳 11 か月の幼児。
注３） 平均費用は「5,000 円未満」を 2,500 円、「5,000 円〜 10,000 円未満」を 7,500 円、「50,000 円以上」を 55,000 円のように置き換えて算出した。無答不明

の人は分析から除外している。
注４） （　）内はサンプル数。
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図２−４−７　教育費の負担感（経年比較）

注１）母親の回答のみ分析。
注２）（　）内はサンプル数。

10年(2,839)

15年(3,287)

（％）

12.7 35.4

あまり感じない

10.4

ぜんぜん感じない
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11.6 33.1 8.7 4.642.1

まあ感じるとても感じる 無答不明

0.9
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　さらに、低年齢と高年齢で就園状況別に教育費の負担
感をみたのが、図2−4−8、9である。図2−4−8を
みると、低年齢の未就園児で負担を「感じる（とても＋
まあ）」比率は、世帯年収別での傾向がみられなかった。
一方、高年齢をみる（図2−4−9）と、負担を「感じ
る（とても＋まあ）」比率は、保育園児の場合、世帯年
収が「400万円未満」で55.2％、「400万〜600万円未満」
で57.4％、「600万〜800万円未満」で54.3％、「800
万〜1,000万円未満」で51.5％、「1,000万円以上」で
37.4％であり、800万円未満では大きな差が見られな

かった。一方、幼稚園児の場合、世帯年収が「400万円
未満」で83.7％、「400万〜600万円未満」で78.4％、「600
万〜800万円未満」で71.7％、「800万〜1,000万円未満」
で68.4％、「1,000万円以上」で55.7％であり、比較的
差がみられた。
　高年齢の幼稚園児の場合、園にかかる費用が世帯年収
にかかわらず同程度であり、さらに習い事をしている比
率が高かった。このことが負担感につながっているので
はないだろうか。

図２−４−８　教育費の負担感（就園状況別（低年齢）　世帯年収別　15年）

図２−４−９　教育費の負担感（就園状況別（高年齢）　世帯年収別　15年）
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注１）母親の回答のみ分析。
注２）低年齢は、1 歳 6 か月〜 3 歳 11 か月の幼児。
注３）（　）内はサンプル数。

注１）母親の回答のみ分析。
注２）高年齢は、４歳０か月〜 ６歳 11 か月の幼児。
注３）（　）内はサンプル数。
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第５節　母親の子育て意識
15年前と比較して、子育てへの肯定的感情が高い傾向に変化はない。しかし、子育てにおける
将来への不安は高まっている。また、専業主婦における育児への否定的感情が再び高まりつつあ
る傾向がある。

●子育てへの肯定的感情は高いが、子どもの育ちへ
の不安が高まっている

　図２−５−１は、母親の子育て意識に関して、00年
からの15年間における推移を表したものである。
　図の上位5項目は、子育てへの肯定的な感情であり、
いずれも「よくある」あるいは「ときどきある」と答え
ている比率が高いが、「自分の子どもは結構うまく育っ

ていると思うこと」については、15年前と比較して5
ポイントほど減少しており、子どもの発達に関する不安
は若干高まっていることがわかる。
　また、下位5項目は子育てへの否定的感情に関する項
目であるが、「子どもが将来うまく育っていくかどうか
心配になること」については15年前より5ポイント以
上の増加傾向にあり、やはり子どもの発達への不安がう
かがえる結果となっている。
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図２−５−１　母親の子育て意識（経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）母親の回答のみ分析。
注３）（　）内はサンプル数。
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●専業主婦において、育児への否定的感情が高まって
いる

　図２−５−２は、子育て意識について、母親の就業状
況別に、05年から15年までの10年間での経年比較を
した結果を表したものである。
　10年調査では、専業主婦では育児への否定的感情に
関する数値が減少しつつある一方で、常勤者やパートタ
イムでは高まっている傾向がみられた。しかし今回の調
査では、専業主婦では、否定的感情に関する5項目すべ
てにおいて、増加傾向にあり、05年の水準かそれ以上
に回帰している。
　常勤者において変化があったのは、「子どもがわずら

わしくていらいらしてしまうこと」、「子どもに八つ当た
りしたくなること」、「子どもを育てるためにがまんばか
りしていると思うこと」といった、とくに育児への負担
感に関する項目において数値の増加が認められた。これ
と対照的に、パートタイムではこうした項目において減
少傾向がみられた。

●子どもが低年齢である場合には、未就園児をもつ
母親のほうが育児への否定的感情が強い傾向にあ
る

　つづいて、図２−５−３、４では、育児への否定的感
情について、子どもの年齢による就園状況における違い
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図２−５−２　母親の子育て意識（母親の就業状況別　経年比較）

図２−５−３　母親の子育て意識（就園状況別（低年齢）　経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）サンプル数は 05年（専業主婦 1,578 人、常勤者 213人、パートタイム 253人）、10年（専業主婦 1,608 人、常勤者 405人、パートタイム 465人）、15年（専

業主婦 1,701 人、常勤者 639人、パートタイム 556人）。

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）子どもの年齢は、1歳 6か月～ 3歳 11か月。
注５）サンプル数は 00年（未就園児 718人、保育園児 116人）、05年（未就園児 1,100 人、保育園児 209人）、10年（未就園児 850人、保育園児 291人）、15

年（未就園児 920人、保育園児 452人）。



に焦点をあて、00年から15年までの15年間の推移を
まとめている。
　図２−５−３は、1歳6か月から3歳11か月までの低
年齢児に絞って、未就園児か保育園児かにおいて比較し
た結果である。
　就園状況によって差のない項目は、「子どもが将来う
まく育っていくかどうか心配になること」と「子どもを
育てるためにがまんばかりしていると思うこと」の2項
目であり、いずれも若干増加傾向にある。
　また、未就園児群において変化があったのは、「子ど
もがわずらわしくていらいらしてしまうこと」であり、
10年調査より5ポイント以上増加している。この項目
に関して、保育園児群では、少し減少傾向にある。
　全般的に、未就園児をもつ母親のほうが否定的感情は
強く、これまでと同様、こうした家庭への支援が必要で
あるといえる。

●今、現状での子育ての是非よりも、将来のへの不
安が高まっている

　つづいて、図２−５−４では、4歳以上の高年齢児を
もつ母親の否定的感情について、就園状況別による比較
結果を表している。
　ここでも全体的な傾向と同じく、幼稚園児群、保育園
児群ともに「子どもが将来うまく育っていくかどうか心
配になる」という項目において増加傾向がみられた。
　一方で、減少傾向にあったのは、「子どものことでど
うしたらよいかわからなくなること」であり、とくに保
育園児群では5ポイント以上減っていた。このことから、
今この場において、子育てで迷うというよりも、将来の
ことを見据えた場合、このままでよいのだろうか、といっ
た漠然とした不安にかられる母親が増えているといった
状況がうかがえる。

図２−５−４　母親の子育て意識（就園状況別（高年齢）　経年比較）

注１）「よくある＋ときどきある」の％。
注２）��母親の回答のみ分析。
注３）10項目のうち、否定的感情を表す 5項目を図示。
注４）子どもの年齢は、4歳 0か月～ 6歳 11か月。
注５）サンプル数は 00年（幼稚園児 494人、保育園児 120人）、05年（幼稚園児 667人、保育園児 151人）、10年（幼稚園児 1,094 人、保育園児 355人）、15

年（幼稚園児 1,253 人、保育園児 489人）。
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第６節　しつけや教育の情報源
しつけや教育の情報源では、「母親の友人・知人」、「インターネットやブログ」の比率が高い。
20代の母親は、祖父母とネットでの情報に頼る傾向がみられた。

●しつけや教育の情報源では、「母親の友人・知人」、
「インターネットやブログ」の比率が高い

　幼児をもつ母親は、子どものしつけや教育の情報をど
のように得ているだろうか。調査では「現在、あなたは

『お子様のしつけや教育』についての情報をどこから（誰
から）得ていますか」と複数回答でたずねた。図2−6
−1をみると、しつけや教育の情報源として、多い順に

「母親の友人・知人」が70.7％、「インターネットやブ
ログ」が65.4％、「テレビ・ラジオ」が54.0％、「（母方の）
祖父母」が44.8％、「育児・教育雑誌」が42.0％だった。
種類別にみると、1位の「母親の友人・知人」は友人・

知人、2位の「インターネットやブログ」、3位の「テレ
ビ・ラジオ」と5位の「育児・教育雑誌」はウェブ・書
籍などのメディア、4位の「（母方の）祖父母」は家族
や親戚など、母親は多方面から情報を得ていた。

●0歳6か月〜1歳5か月では、多岐にわたって情報
を得ている

　子どもの年齢により、情報源は異なってくるだろうか。
未就園児で0歳6か月〜1歳5か月の時点と、1歳6か月
〜3歳11か月の時点を比べた。表2−6−1で下線を引
いたところが5ポイント以上差の見られたところである。
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図２−６−１　しつけや教育の情報源（15年）

注１）複数回答。
注２）0歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）母親のみ分析（3,838 人）。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。
注４）0歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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まず、「（母方の）祖父母」について、0歳6か月〜1歳5
か月では54.5％だったのに対して、1歳6か月〜3歳11
か月では49.3％と5.2ポイント減った。また、専門家や
行政では、「病院の医師や看護師」「保健師や栄養士」「市
区町村の子育てサービス窓口の人」が減った。ウェブ・
書籍などのメディアでは「SNS」「インターネットやブ
ログ」「育児・教育雑誌」「育児書や教育所などの書籍」

「メーカーカタログ・通信販売カタログ」が減った。0歳
6か月〜1歳5か月の時期、多岐にわたる情報源からし
つけや教育の情報を得ていることがわかる。一方、子ど
もの年齢が上がると増えるのが、「子どもの習い事や教
室の先生」「新聞」「通信教育の親向け冊子」だった。子
どもの成長に伴い、習い事や教育関連で情報源が増えて
いる様子がうかがえる。

●1歳6か月〜3歳11か月では、未就園児の母親は
多くの人から、保育園児の母親は「園の先生」か
ら情報を得ている

　子どもの就園状況で、情報源に差はあるだろうか。1
歳6か月〜3歳11か月では未就園児と保育園児を、4歳

0か月〜6歳11か月では幼稚園児と保育園児を比べた（表
2−6−1）。
　1歳6か月〜3歳11か月で未就園児のほうが保育園児
より5ポイント以上高かったのは、「子育てサークルの
仲間」（未就園児24.4％、保育園児6.4％、差18.0ポイ
ント）、「市区町村の子育てサービス窓口の人」（未就園
児11.9％、保育園児4.1％、差7.8ポイント）、「子ども
の習い事や教室の先生」（未就園児11.7％、保育園児
3.9％、差7.8ポイント）、「（父方の）祖父母」（未就園
児23.5％、保育園児16.2％、差7.3ポイント）「父親」（未
就園児23.6％、保育園児17.8％、差5.8ポイント）、「（母
方の）祖父母」（未就園児49.3％、保育園児43.7％、差
5.6ポイント）だった。保育園児のほうが未就園児より
高かったのは、「園の先生」（未就園児9.2％、保育園児
75.9％、差66.7ポイント）だった。1歳6か月〜3歳
11か月の場合、未就園児の母親のほうが多くの人から
情報を得ていた。また、保育園児の母親は子どものしつ
けや教育について、園の先生を頼りにしていることがう
かがえる。

0歳６か月～
1歳5か月 1歳6か月～ 3歳11か月 4歳0か月～６歳11か月

未就園児 未就園児 保育園児 幼稚園児 保育園児
（493） （920） （452） （1253） （489）

父親 21.3 23.6 17.8 23.2 23.9 
（父方の）祖父母 24.9 23.5 16.2 16.8 17.8 
（母方の）祖父母 54.5 49.3 43.7 38.8 40.2 
母親のきょうだいや親戚 25.2 25.3 25.5 22.6 21.8 
父親のきょうだいや親戚 6.7 5.7 4.8 4.0 3.6 
子育てサークルの仲間 24.8 24.4 6.4 8.2 4.1 
母親の友人・知人 64.2 65.4 65.7 80.6 68.8 
父親の友人・知人 8.7 3.9 3.0 3.8 4.3 
病院の医師や看護師 14.2 8.8 11.9 3.7 6.6 
保健師や栄養士 18.7 9.0 5.3 2.7 3.5 
市区町村の子育てサービス窓口の人 18.5 11.9 4.1 2.7 2.3 
子どもの習い事や教室の先生 4.7 11.7 3.9 17.7 10.0 
園の先生 4.8 9.2 75.9 43.4 65.6 
SNS 33.2 24.6 23.2 18.7 24.2 
テレビ・ラジオ 50.3 54.7 51.1 59.1 47.7 
インターネットやブログ 78.4 69.0 69.1 58.7 58.0 
新聞 10.2 15.7 16.6 23.2 19.4 
育児・教育雑誌 65.0 41.9 44.4 35.4 34.4 
通信教育の親向け冊子 17.4 22.4 18.1 23.9 23.3 
育児書や教育書などの書籍 33.3 23.9 21.5 20.7 19.4 
メーカーカタログ・通信販売カタログ 9.4 4.4 4.5 2.9 3.1 
その他 0.2 0.0 0.7 0.2 0.6 

表２−６−１　しつけや教育の情報源（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

注１）� 複数回答。
注２）� 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）� 母親のみ分析。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。（　）内はサンプル数。
注４）� 0歳６か月〜6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
注５）� 下線は、０歳６か月〜１歳５か月の未就園児と、１歳６か月〜３歳11か月の未就園児で5ポイント以上差のある項目の大きいもの。
注６）� 網かけは、1歳6か月〜 3歳11か月では未就園児と保育園児、4歳〜６歳11か月では幼稚園児と保育園児で５ポイント以上差のある項目で大きいもの。

（%）

─ 55 ─

第5回　幼児の生活アンケート　　第2章　母親の教育・子育てに関する意識� ベネッセ教育総合研究所（2016年）



●4歳0か月〜6歳11か月では、幼稚園児の母親は
知人・友人から、保育園児の母親は知人・友人と
園の先生から情報を得ている

　続いて、4歳0か月〜6歳11か月で幼稚園児のほうが
保育園児より5ポイント以上高かったのは、「母親の友人・
知人」（幼稚園児80.6％、保育園児68.8％、差11.8ポ
イント）、「テレビ・ラジオ」（幼稚園児59.1％、保育園
児47.7％、差11.4ポイント）、「子どもの習い事や教室
の先生」（幼稚園児17.7％、保育園児10.0％、差7.7ポ
イント）だった。保育園児のほうが幼稚園児より高かっ
た の は、「 園 の 先 生 」（ 幼 稚 園 児 43.4 ％、 保 育 園 児
65.6％、差22.2ポイント）、「SNS」（幼稚園児18.7％、
保育園児24.2％、差5.5ポイント）だった。4歳0か月
〜6歳11か月の場合、幼稚園児の母親は「母親の友人・
知人」から情報を得ることが多く、保育園児の母親は「母
親の友人・知人」と「園の先生」から同じくらい情報を
得ているようだ。また、メディアについて幼稚園児の母
親は「テレビ・ラジオ」から情報を得ることが多く、保
育園児の母親は「SNS」からも情報を得ることが多かっ
た。情報を得る場面として、幼稚園児の母親は在宅でテ

レビやラジオを見る機会が多く、保育園児の母親は外出
先でSNSを利用する様子がうかがえる。

●20代の母親は、祖父母とネットから情報を得る
傾向

　母親の年代区分別で情報源に差があるか。子どもが小
さいほど母親の年齢も若いため、年代区分別による差を
みるために、子どもの年齢を1歳6か月以上に限定して
みよう。20代の母親と40代以上以上の母親を比べて差
が10ポイント以上のものをみた（表2−6−2）。20代
の母親が情報を得る比率が高かったのは、「（父方の）祖
父母」（20代22.4％、40代以上12.3％）、「（母方の）祖
父母」（20代61.6％、40代以上32.2％）、「SNS」（20
代38.1％、40代以上14.8％）、「インターネットやブログ」

（20代71.7％、40代以上56.8％）だった。20代の母親
は祖父母とネットから情報を得る傾向がみられた。
　一方、40代以上の母親が情報を得る比率が高かった
のは、「母親の友人・知人」（20代56.0％、40代以上
73.0％）、「園の先生」（20代30.6％、40代以上45.1％）

「新聞」（20代4.7％、40代以上26.3％）だった。

20代（219） 30代（1,864） 40代以上（826）

（お子様の）父親 18.9 23.7 21.5 
（父方の）祖父母 22.4 21.4 12.3 
（母方の）祖父母 61.6 46.6 32.2 
母親のきょうだいや親戚 21.8 24.4 22.9 
父親のきょうだいや親戚 3.7 4.4 4.1 
子育てサークルの仲間 15.5 13.5 9.4 
母親の友人・知人 56.0 72.4 73.0 
父親の友人・知人 4.1 4.0 3.0 
病院の医師や看護師 11.2 7.2 6.6 
保健師や栄養士 5.2 6.1 3.5 
市区町村の子育てサービス窓口の人 6.3 6.1 4.5 
子どもの習い事や教室の先生 6.9 12.6 15.7 
園の先生 30.6 41.3 45.1 
SNS(Facebook,Twitter,LINEなどのソーシャルメディア） 38.1 24.9 14.8 
テレビ・ラジオ 52.0 54.8 54.7 
インターネットやブログ 71.7 65.4 56.8 
新聞 4.7 17.6 26.3 
育児・教育雑誌 38.9 39.4 35.1 
通信教育の親向け冊子 18.3 22.8 23.1 
育児書や教育所などの書籍 16.9 21.5 23.4 
メーカーカタログ・通信販売カタログ 2.2 3.8 3.4 
その他 0.4 0.3 0.2 
無答不明 0.0 0.0 0.0 

表２−６−２　しつけや教育の情報源（母親の年代区分別　15年）

注１）複数回答。
注２）母親のみ分析。そのため、「（お子様の）母親」の項目を省略。（　）内はサンプル数。
注３）網かけは、年代区分別で10ポイント以上の差がある項目の最大値。
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第７節　幼稚園・保育園への要望
幼稚園・保育園に対する要望をみると、前回までの調査と比較して増加傾向にあるのは「知的教
育を増やしてほしい」「保育終了後におけいこ事をやってほしい」「子どもが病気のときに預かっ
てほしい」である。

●園に知的教育やおけいこ事を求める母親が増加

　子どもたちが幼稚園や保育園で過ごす時間が増え、幼
児の生活の中で、園の存在感はますます大きくなってい
る。それでは、母親たちは園に何を期待しているのだろ
うか。本節では、幼稚園・保育園への要望について、母
親の回答結果を分析した（図２−７−１）。
　上位（「とてもそう思う＋まあそう思う」の％）の項
目は15年間で大きな変化はない。約７割の母親が園に
対して「集団生活のルールを教えてほしい」「子どもに
友だち付き合いが上手になるような働きかけをしてほし
い」と思っている。次いで、約６割の母親が「子育て相
談ができる場所になってほしい」「家族が病気のときに
預かってほしい」と思っている。
　また、15年前の00年から一貫して増加傾向にある項
目は、「知的教育を増やしてほしい」（00年34.8％→05

年43.0％→10年49.8％→15年51.6％。以下同）、「保
育 終 了 後 に お け い こ 事 を や っ て ほ し い 」（28.4 ％
→38.0％→38.7％→44.1％）である。05年から新たに
追加した項目である「子どもが病気のときに預かってほ
しい」も10年間で増加傾向にある（05年24.5％→10
年28.8％→15年34.3％。以下同）。逆に、この10年間
で減少傾向にあるのは「保護者同士が交流できるような
支援をしてほしい」（54.1％→49.9％→37.4％）であっ
た。また、この５年間で減少したのは「自由な遊びを増
やしてほしい」（10年51.2％→15年45.9％。以下同）、「集
団生活のルールを教えてほしい」（81.5％→73.9％）で
あった。全体をみると、園では社会性を身につけてほし
いと考える母親が多いものの、遊びや日常の保育だけで
はなく「知的教育」「おけいこ事」もと要望が多様になっ
ていることがうかがえる。また「保護者同士が交流でき
るような支援をしてほしい」の減少については、すでに

図２−７−１　幼稚園・保育園への要望（経年比較）

注１）「とてもそう思う＋まあそう思う」の％。
注２）母親の回答のみ分析。
注３）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注４）「子どもが病気のときに預かってほしい」は 00年ではたずねていない。
注５）*は 15年調査のみの項目。
注６）（　）内はサンプル数。
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多くの幼稚園・保育園でそうした機会を用意しているた
めに「もう十分である」と考えている母親や、保護者同
士の人間関係の難しさから交流を敬遠する母親がいるこ
とが背景にあるだろう。

●幼稚園児よりも保育園児、高年齢よりも低年齢の子
どもをもつ母親の要望が高い

　次に、子どもの就園状況別、年齢区分別に園への要望
をみた結果が図２−７−２である。まず、同じ年齢区分
の幼稚園児と保育園児（高年齢）の母親の結果を比較し
たところ、幼稚園児よりも保育園児（高年齢）のほうが
要望としてあげる項目が全体的に多かった。保育園児（高
年齢）のほうが10ポイント以上高かった項目は「家族
が病気のときに預かってほしい」（高年齢保育園児
69.2％、幼稚園児50.1％。以下同）、「子どもが病気の
ときに預かってほしい」（52.0％、17.8％）、「知的教育
を増やしてほしい」（62.3％、43.0％）、「保育終了後に
おけいこ事をやってほしい」（51.5％、40.1％）であった。
差がみられなかったのは「自由な遊びを増やしてほしい」

（45.6％、45.1％）、「集団生活のルールを教えてほしい」
（74.2％、72.4％）、「子どもに友だち付き合いが上手に
なるような働きかけをしてほしい」（73.3％、70.8％）
など社会性に関する項目と、「子育て相談ができる場所

になってほしい」（61.5％、59.8％）であった。幼稚園
児のほうが高かったのは「保育の時間を長くしてほしい

（または延長保育をやってほしい）」（30.3％、52.2％）
のみであった。
　次に、保育園児の低年齢と高年齢の母親の結果を比べ
ると、総じて低年齢の母親のほうが選択率が高かった。「保
育の時間を長くしてほしい」（低年齢保育園児36.9％、
高年齢保育園児30.3％。以下同）、「家族が病気のときに
預かってほしい」（78.2％、69.2％）、「子どもが病気の
ときに預かってほしい」（62.5％、52.0％）、「集団生活
のルールを教えてほしい」（81.1％、74.2％）、「子ども
に友だち付き合いが上手になるような働きかけをしてほ
しい」（79.5％、73.3％）、「子育て相談ができる場所になっ
てほしい」（69.7％、61.5％）であった。低年齢では子
どもが病気にかかりやすいことや、子どもの年齢が幼い
ほうが、母親に「ママ友」が少なく、子育ての悩みを園
で相談したいと考える母親がより多く存在する可能性が
背景として考えられる。
　これらの分析結果からは、幼稚園児よりも園で過ごす
時間が長い保育園児の母親において、園への要望が多様
であること、さらに高年齢よりも低年齢の子どもをもつ
保育園児の母親のほうが、園に対する要望が多いことが
明らかとなった。

図２−７−２　幼稚園・保育園への要望（就園状況別・年齢区分別　15年）

注 1）「とてもそう思う＋まあそう思う」の％。
注 2）母親の回答のみ分析。
注 3）子どもを園に通わせている人のみ回答。
注 4）調査時点における子どもの年齢区分は以下のとおりである。
　　　低年齢：1歳 6か月〜�3 歳 11か月の幼児。
　　　高年齢：4歳 0か月〜�6 歳 11か月の幼児。
注 5）（　）内はサンプル数。
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16.2 

低年齢　保育園児（452）
高年齢　保育園児（489）
高年齢　幼稚園児（1,253）
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父親のかかわりと子育て支援

第3章

田村 徳子（1、2節）



第１節　支援する人・機関・サービス
母親が家を空けるとき、子どもの面倒を見てくれる人がいる比率に変化はないが、「父親」が増
加していた。1歳6か月〜3歳11か月で「祖父母やきょうだい、親戚」が減り、「父親」が増え
る傾向が見られた。

●母親が家を空けるとき、子どもの面倒を見てくれ
る人がいる比率に変化はない

　子育てを取り巻く環境は、どのように変化しているだ
ろうか。母親を対象に「あなたが家を空けるとき、子ど
もの面倒を見てくれる人（機関・サービス）がいますか。

通常、幼稚園・保育園にお子様を通わせている時間は除
いてお答えください」とたずねた。図3−1−1をみると、

「 い る（ あ る ）」 比 率 は、05 年 が 77.3 ％、10 年 が
75.7％、15年が77.5％だった。この10年で変化はみら
れなかった。

注１）	 母親のみ回答。
注２）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）	 05年調査は、「あなたが仕事以外で家を空けるとき、子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）はいます（あります）か」とたずねている。
注４）	（　）内はサンプル数。
注５）	 0歳６か月〜6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

05年（2,980）

10年（3,431）

15年（3,838）

（％）

77.3

いる（ある） いない（ない）

1.221.5

75.7 23.5

77.5 21.8

無答
不明

0.8

0.6

100（％）60 8040200

父親

祖父母やあなたのきょうだい、親戚

近所の人

父親・母親の友人（パパ友、ママ友）

ベビーシッター・お手伝い

保育園の一時預かりや幼稚園の預かり保育

民間の託児サービス（一時預かり）

自治体の育児支援サービス

その他

51.1
62.3
66.7

79.0
78.9

75.6 
12.3

7.2
4.9

14.1
11.0

1.2
0.7
0.9

21.3
16.0
16.8 

5.7 
4.5 
4.8
3.6
4.9
5.1

2.3 
0.3
0.2

05年（2,295） 
10年（2,596） 
15年（2,978）

図３−１−２　子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）（経年比較）

注１）	 複数回答。　注２）母親のみ回答。子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）が「いる（ある）」と回答した人のみ回答。
注３）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。　注４）「父親・母親の友人（パパ友、ママ友）」は、10年調査以降の項目。
注５）	 10 年調査までは「祖父母や親戚」→ 15年調査は「祖父母やあなたのきょうだい、親戚」と項目名を変更した。　注６）（　）内はサンプル数。
注７）	 0歳６か月〜6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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図３−１−１　子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）の有無（経年比較）



●子どもの面倒を見てくれる人として「父親」が増加
し、「近所の人」は減少

　「いる（ある）」と答えた人に、どのような人（機関・サー
ビス）に子どもを預けているかについて、複数回答でた
ずねた。図3−1−2がその結果である。15年をみると、

「祖父母やあなたのきょうだい、親戚」が75.6％で、もっ
とも高い比率であり、次いで「父親」が66.7％と6割以
上だった。さらに、「保育園の一時預かりや幼稚園の預
かり保育」16.8％、「父親・母親の友人」11.0％と続くが
1割台だった。園以外で子どもを預けるとき、まず家族
や親族に預ける傾向がうかがえる。経年で比べると、こ
の「祖父母やあなたのきょうだい、親戚」は、この10
年を通してもっとも比率が高かった。変化が大きかった
のが「父親」である。「父親」は05年には51.1％と約
半数だったが、10年では62.3％、15年では66.7％と増
える傾向にある。一方、「近所の人」は05年には12.3％
だったのが、10年では7.2％、15年では4.9％と減る傾
向がみられた。

●保育園児の場合、未就園児と幼稚園児より「父親」
の比率が高い

　子どもの年齢区分別・就園状況別に「子どもの面倒を
見てくれる人（機関・サービス）を見たのが図3−1−
3である。「祖父母やあなたのきょうだい、親戚」は、
いずれの年齢区分・就園状況でも比率は変わらなかった。

「父親」は、全体を通して保育園児が未就園児と幼稚園
児に比べて高い比率だった。とくに4歳0か月〜6歳11
か月では幼稚園児が56.3％だったのに対して、保育園
児は69.5％と13.2ポイントの差があった。一方、4歳0
か月〜6歳11か月の幼稚園児で保育園児に比べて比率
が高い傾向がみられたのが「保育園の一時預かりや幼稚
園の預かり保育」（4歳0か月〜6歳11か月：幼稚園児
31.3％、保育園児5.6％）、「父親・母親の友人」（4歳0
か月〜6歳11か月：幼稚園児22.1％、保育園児9.7％）だっ
た。幼稚園児の母親は、家族や親族だけでなく、園の預
かりや友人に預けながら、さまざまな用事をこなしてい
ると思われる。保育園児の母親の場合、父親に子どもを
預けて、さまざまな用事をこなす時間を捻出しているの

父親

祖父母やあなたのきょうだい、親戚

近所の人

父親・母親の友人（パパ友、ママ友）

ベビーシッター・お手伝い

保育園の一時預かりや幼稚園の預かり保育

民間の託児サービス（一時預かり）

自治体の育児支援サービス

その他

100（％）60 8040200

72.6
70.9
76.0

56.3
69.5

72.3 
76.7
75.2
76.6
74.9 

1.6
3.6
1.5

8.8
4.4 

4.2
5.6

3.1 
22.1

9.7 

0.6 
0.3
2.7
0.3 
1.8 

10.3 
12.1
9.8

31.3
5.6

6.2
6.1

3.4
4.0
3.1

7.2
4.7
7.3

3.1 
5.2 

0.1 
0.0 

0.3
0.2
0.3

0歳６か月～1歳5か月／未就園児（364）
1歳6か月～3歳11か月／未就園児（711） 
1歳6か月～3歳11か月／保育園児（366） 
4歳0か月～６歳11か月／幼稚園児（955）
4歳0か月～６歳11か月／保育園児（396）

図３−１−３　子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

注１）	 複数回答。
注２）	 母親のみ回答。子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）が「いる（ある）」と回答した人のみ回答。
注３）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注４）	（　）内はサンプル数。
注５）	 0歳６か月〜6歳11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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だろう。また、日曜日など園がないときに仕事が入るこ
ともあり、そのときに父親に預けることも考えられる。

●1歳6か月〜3歳11か月で、子どもの面倒を見て
くれる人は「祖父母やきょうだい、親戚」が減り、「父
親」が増える傾向

　面倒を見てくれる人で、子どもの年齢区分別・就園状
況別に、経年で比較した（表3−1−1）。その結果、0
歳6か月〜1歳5か月、1歳6か月〜3歳11か月で「祖
父母やあなたのきょうだい、親戚」が減っていた（1歳
6か月〜3歳11か月の場合。未就園児：10年82.0％、
15年76.7％、5.3ポイント差、保育園児：10年83.6％、
15年75.2％、8.4ポイント差）。そして「父親」が増え
ていた（1歳6か月〜3歳11か月の場合。未就園児：10
年64.0％、15年70.9％、6.9ポイント差、保育園児：
10年68.7％、15年76.0％、7.3ポイント差）。子ども
が年齢の低い場合、子どもの面倒を見てくれる人は祖父
母やきょうだい、親戚が減り父親が増えている様子がう
かがえる。

●祖父母の援助は、就園状況により異なる

　祖父母にどのような援助をしてもらっているだろう
か。
　子どもの年齢区分別・就園状況別にみたのが表3−1
−2である。1歳6か月〜3歳11か月では未就園児と保
育園児、4歳0か月〜6歳11か月では幼稚園児と保育園
児を比較した。1歳6か月〜3歳11か月で未就園児の比
率が高かったのは、「子どものことに関する相談（1歳6
か 月 〜 3 歳 11 か 月： 未 就 園 児 66.5%、 保 育 園 児
54.9%）」「 子 ど も に か か る 費 用 の 援 助（ 未 就 園 児
46.3%、保育園児31.0%）」だった。4歳0か月〜6歳
11か月で幼稚園児の比率のほうが高かったのは「子ど
もにかかる費用の援助（4歳0か月〜6歳11か月：幼稚
園児36.1%、保育園児27.4%）」であり、保育園児の比
率のほうが高かったのは、「家事の手伝い（4歳0か月〜
6歳11か月：幼稚園児20.1%、保育園児27.1%）」、「幼
稚園・保育園の送り迎え（4歳0か月〜6歳11か月：幼
稚園児20.0%、保育園児37.3%）」だった。

（％）
0歳6か月〜1歳5か月 1歳6か月〜3歳11か月 4歳0か月〜6歳11か月

未就園児 未就園児 保育園児 幼稚園児 保育園児
10年 15年 10年 15年 10年 15年 10年 15年 10年 15年

父親 64.9 72.6 64.0 70.9 68.7 76.0 55.7 56.3 70.1 69.5 
祖父母やあなたのきょうだい、親戚 76.9 72.3 82.0 76.7 83.6 75.2 76.1 76.6 76.6 74.9 
保育園の一時預かりや幼稚園の預かり保育 1.6 1.6 5.6 3.6 1.7 1.5 13.5 8.8 5.5 4.4 
父親・母親の友人（パパ友、ママ友） 5.1 4.2 8.7 5.5 4.0 3.1 25.5 22.1 13.9 9.7 
近所の人 0.2 0.6 0.3 0.3 0.5 2.7 0.5 0.3 2.4 1.8 
民間の託児サービス（一時預かり） 6.3 10.3 12.1 12.1 10.8 9.8 28.4 31.3 7.1 5.6 
自治体の育児支援サービス 6.4 6.2 5.5 6.1 2.2 3.4 4.2 4.0 3.1 3.1 
ベビーシッター・お手伝い 8.2 7.2 5.2 4.7 6.0 7.3 2.7 3.1 5.2 5.2 
その他 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.3 0.7 0.2 0.0 0.3 

（％）
0歳6か月〜1歳5か月 1歳6か月〜3歳11か月 4歳0か月〜6歳11か月
未就園児（496） 未就園児（917） 保育園児（469） 幼稚園児（1,278） 保育園児（512）

家事の手伝い 28.8 23.7 27.5 20.1 27.1
子どもを預かってもらうこと 42.3 53.0 53.7 52.5 57.4
子どものことに関する相談 62.4 66.5 54.9 53.7 54.5
子どもにかかる費用の援助 45.4 46.3 31.0 36.1 27.4
幼稚園・保育園の送り迎え 33.6 20.0 37.3

表３−１−１　子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）（子どもの年齢区分別・就園状況別　経年比較）

表３−１−２　祖父母の援助（子どもの年齢区分別・就園状況別　15年）

注１）	 複数回答。　注２）母親のみ回答。子どもの面倒を見てくれる人（機関・サービス）が「いる（ある）」と回答した人のみ回答。
注３）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注４）	 網かけは、10年と15年で、５ポイント以上の差がある項目の大きいもの。
注５）	（　）内はサンプル数。
注６）0歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

注１）祖父母のいる人のみの回答。　注２）		0歳６か月〜6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）「よくある」と「ときどきある」の合計。　注４）（　）内はサンプル数。
注５）0歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。
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第２節　夫婦の家事・子育て分担
母親の86.4％が、平日の子育てについて、自分が8割以上分担していると回答した。母親が常
勤者である場合、パートタイムや専業主婦よりも父親が家事と子育てを行う比率が高い。子ども
の年齢が上がると、就園状況にかかわらず、母親が家事と子育てを担う比率が高くなる。

●母親の 86.4％が、平日の子育てについて、自分
が 8割以上分担していると回答

　家事や子育てにおいて、夫婦はどのように分担してい
るだろうか。配偶者のいる母親に対して、平日と休日の
家事と子育てについて、分担の割合をたずねた（図3−
2−1）。
　母親が10割、つまりすべて担っていると回答した比
率は、「平日の家事」で51.5％、「平日の子育て」で
37.9％、「休日の家事」で22.0％、「休日の子育て」で3.4％
だった。平日は半分以上の母親が家事をすべて担ってお
り、4割弱の母親が子育てをすべてになっている状態だっ
た。
　母親が8割以上分担していると回答した比率をみると、

「平日の家事」で88.4％、「平日の子育て」で86.4％、「休
日の家事」で61.2％、「休日の子育て」で29.6％だった。
平日の家事と子育てを母親が多く担っており、休日に父
親も家事と子育てにかかわっている傾向がみられた。

●母親が常勤者である場合、パートタイムや専業主
婦よりも父親が家事と子育てを行う比率が高い

　母親の就業状況別に、平日と休日の家事と子育ての分
担について比較を行った（図3−2−2）。
　母親が8割以上分担していると回答した比率をみると、
常勤の場合、「平日の家事」で67.2％と6割台だった。「平
日の子育て」で66.6％、「休日の家事」で44.6％、「休
日の子育て」で25.5％だった。パートタイムの場合、「平
日の家事」で88.2％、「平日の子育て」で86.1％と8割
台だった。「休日の家事」で62.9％、「休日の子育て」
で32.0％だった。専業主婦の場合、「平日の家事」で
95.4％、「平日の子育て」で92.9％と9割台になっていた。

「休日の家事」で68.2％、「休日の子育て」で31.4％だっ
た。母親が常勤であるほうが、パートタイムや専業主婦
よりも父親が家事と子育てを行う比率が高い傾向がみら
れた。とくに、平日の家事と子育てを8割以上行うと回
答した比率は、常勤が6割台であるのに対して、パート
タイムでは8割、専業主婦では9割と差がみられた。また、
休日の家事を8割以上行うと回答した割合については常
勤が4割台であるのに対して、専業主婦とパートタイム
が7割弱と差がみられる結果だった。

注１）	 配偶者がいる母親のみ回答（3,774）。
注２）	 0歳６か月〜6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）	「母10割父０割」を「10割」、「母9割父１割」を「９割」、「母０割父10割」を「0割」のように図示している。
注４）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

（％）

51.5

10割 9割

0.827.1

8割

9.8

7割
6割
5割 3割～

0割
4割

5.2

0.3

0.6

0.4

2.7

37.9 7.6 2.6 2.1

2.1

14.234.3

無答不明

0.7

1.9 0.4

22.0 3.014.6 9.4 9.015.323.9 0.7

3.4 5.5 7.019.6 18.019.515.410.8 0.7 

図３−２−１　夫婦の家事・子育て分担（15年）
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●子どもの年齢が上がると、就園状況にかかわらず、
母親が家事と子育てを担う比率が高くなる

　子どもの年齢と就園状況により、夫婦の分担は違って
くるだろうか。子どもの年齢区分別・就園状況別に、平
日と休日の家事と子育ての分担について比較を行った

（図3−2−3）。
　まず、子どもの就園状況別にみると、母親の就業状況
別にみたのと同様に、子どもが保育園に通っている場合
のほうが未就園児や幼稚園に通っている場合に比べて、
父親が家事と子育てを行う比率が高かった。
　次に、子どもの年齢区分でみてみよう。0歳6か月〜
1歳5か月の未就園児と、1歳6か月〜3歳11か月の未

就園児を比べた。母親が10割分担していると回答した
比率をみると、「平日の家事」について、0歳6か月〜1
歳 5 か月では 50.8％、1 歳 6 か月〜 3 歳 11 か 月では
59.9％と9.1ポイント増えた。「平日の子育て」について、
0歳6か月〜1歳5か月では34.4％、1歳6か月〜3歳
11か月では44.9％と10.5ポイント増えた。一方、「休
日の家事」については、0歳6か月〜1歳5か月では
21.4％、1歳6か月〜3歳11か月では24.6％であり、「休
日の子育て」については、0歳6か月〜1歳5か月では
2.5％、1歳6か月〜3歳11か月では2.5％と変わらなかっ
た。
　また、1歳6か月〜3歳11か月の保育園児と4歳0か
月〜6歳11か月の保育園児を比べた。「平日の家事」に

注１）	 配偶者がいる母親のみ回答。
注２）	 0歳６か月〜6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）	「母10割父０割」を「10割」、「母9割父１割」と「母8割父２割」を合わせて「９〜８割」のように図示している。
注４）	（　）内はサンプル数。
注５）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

常
勤（
6
6
9
）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

パ
ー
ト
タ
イ
ム（
５
６
２
）

専
業
主
婦（
1
9
7
5
）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

（％）

（％）

（％）

26.2

10割 9～8割

0.541.0

7～6割

23.0

5～4割
3～0割

7.5

無答不明

1.9

21.7 0.544.9 23.0 8.9

1.1

12.7 0.631.9 31.6 18.8 4.4

4.1 0.621.4 31.836.8 5.4

51.6 1.136.6 8.4 2.1

0.4

38.2 0.947.9 9.5 2.9

0.7

23.0 0.739.9 23.0 9.5 3.9 

6.4 1.125.6 22.235.0 9.7

62.9 0.832.5 2.7

0.20.9

44.9 0.848.0 6.1

0.2 0.0

26.1 0.821.1 7.742.1 2.3

2.4 0.723.229.0 38.1 6.7

図３−２−２　夫婦の家事・育児分担（母親の就業状況別　15年）
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ついて、1歳6か月〜3歳11か月では25.1％、4歳0か
月〜6歳11か月では33.7％と8.6ポイント増えた。「平
日の子育て」について、1歳6か月〜3歳11か月では
21.2％、4歳0か月〜6歳11か月では26.3％と5.1ポイ
ント増えた。また、「休日の家事」については、1歳6か
月〜3歳11か月では9.8％、4歳0か月〜6歳11か月で
は18.6％と8.8ポイント増えた。「休日の子育て」につ
いては、1歳6か月〜3歳11か月では3.1％、4歳0か月
〜6歳11か月では5.4とあまり変わらなかった。
　子どもの年齢が上がると、就園状況にかかわらず、平
日の家事と子育てを母親が担う割合が増える傾向にある

ようだ。子どもが0歳6か月〜1歳5か月の時期は子ど
もがずりばいやはいはいをし、やがて立って歩き始める
時期である。大人が子どもからなかなか目を離せなかっ
たり、外出がままならなかったりすることもあり、平日
でも夫婦で少しでも分担しないと日々の生活がまわらな
いだろう。子どもの年齢が上がると、子ども自身ででき
ることも増え、家事や子育てを、夫婦で分担する比率が
減ってくると思われる。とはいえ、子どももまだ幼児で
あり、母親が家事や子育ての多くを担う状況はたいへん
に思われる。

注１）	 配偶者がいる母親のみ回答。
注２）	 0歳６か月〜6歳11か月の子どもをもつ母親の回答を分析。
注３）	 図では、「母10割父０割」を「10割」、「母9割父１割」と「母8割父２割」を合わせて「９〜８割」のように図示している。
注４）	（　）内はサンプル数。
注５）	 0 歳６か月〜 6歳 11か月の年齢層で分析する際のウェイトを用いて集計した。

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

0歳６か月～１歳５か月（未就園児）（448）

１歳６か月～３歳11か月（未就園児）（916）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

１歳６か月～３歳11か月（保育園児）（442）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

４歳０か月～６歳11か月（幼稚園児）（1,237）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

４歳０か月～６歳11か月（保育園児）（464）

平日の家事の分担

平日の子育ての分担

休日の家事の分担

休日の子育ての分担

（％）

（％） （％）

（％） （％）

50.8

10割 9～8割

0.641.5

7～6割

4.8

3～0割
5～4割

無答不明

1.8 0.4

34.4 0.656.6 7.8
0.00.6

21.4 0.439.6 23.7 12.3
2.7

0.430.3 45.3 17.0 4.5

2.5

59.9 0.135.5
3.3 1.20.1

0.5
44.9 0.147.0 7.4

0.1

24.6 0.143.2 21.2 8.1
2.8

0.1 26.2 40.4 23.4 7.3

2.5 3.1

25.1 0.420.0 5.946.9

1.7

21.2 0.450.1 8.318.6
1.3

9.8 0.432.636.9 16.4
3.8

0.621.0 37.5 30.7 7.1

62.9 1.431.0
3.9 0.60.2

0.6
44.9 1.246.9 6.0

0.2

25.9 1.4 40.2 22.4 7.9
2.2

1.327.2 34.2 25.6 8.3

3.3

33.7 0.417.3 6.841.0

0.9

26.3 0.445.2 7.320.1
0.7

18.6

5.4

0.627.031.4 18.1
4.3

0.823.1 33.7 31.6 5.4

図３−２−３　夫婦の家事・子育て分担（子どもの年齢区分別　就園状況別　15年）
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